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1.
計
画
の
基
本
的
な
考
え
方

�
計
画
の
趣
旨

｢岩
木
川
水
系
河
川
整
備
計
画
(五
所
川
原
圏
域
：
指
定
区
間
)
｣
は
､
河
川
法
の
三
つ
の
目

的
で
あ
る１
)
洪
水
､
高
潮
等
に
よ
る
災
害
発
生
の
防
止

２
)
河
川
の
適
正
利
用
と
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持

３
)
河
川
環
境
の
整
備
と
保
全

が
総
合
的
に
達
成
で
き
る
よ
う
､
河
川
法
第
16条

に
基
づ
き
､
平
成
17年

５
月
に
策
定
さ
れ
た

｢岩
木
川
水
系
河
川
整
備
基
本
方
針
｣
に
沿
っ
て
､
河
川
法
第
16条

の
二
に
基
づ
き
､
当
面
実
施

す
る
河
川
工
事
の
目
的
､
種
類
､
場
所
等
の
具
体
的
事
項
を
示
す
法
定
計
画
を
定
め
る
も
の
で
す
｡

本
計
画
は
､岩
木
川
水
系
に
お
け
る
各
河
川
の
特
性
を
踏
ま
え
､安
全
で
安
心
で
き
､う
る
お
い
の

あ
る
美
し
い
川
づ
く
り
と
､流
域
の
風
土
･文
化
等
を
活
か
し
た
河
川
整
備
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
｡

�
計
画
の
基
本
理
念

岩 い
わ木

き

川 が
わは
､
青
森
県
西
部
の
日
本
海
側
に
位
置
し
､
青
森
・
秋
田
県
境
の
白 し
ら神 か

み山
地
の
雁 が
ん森 も

り岳
(標
高
987ｍ

)
に
そ
の
源
を
発
し
､
弘 ひ
ろ前 さ

き市
付
近
で
流
れ
を
北
に
変
え
､
平 ひ
ら川
､
十
と

川
､
旧 き
ゅ
う十
と

川
等
の
支
川
を
合
わ
せ
て
津
つ

軽 が
る平
野
を
貫
流
し
､
十 じ
ゅ
う三 さ

ん湖
に
至
り
日
本
海
に
注
ぐ
､
幹
線
流
路
延
長

102㎞
､
流
域
面
積
2,540�

の
一
級
河
川
で
す
｡

こ
の
岩
木
川
水
系
を
地
域
特
性
か
ら
２
圏
域
に
区
分
し
､
岩
木
川
水
系
の
下
流
部
に
あ
た
る
本

五
所
川
原
圏
域
は
､
弘
前
市
､
五
ご

所 し
ょ川

が

原 わ
ら市
､
黒 く
ろ石 い

し市
､
つ
が
る
市
､
青
森
市
(旧
浪 な
み岡 お

か町
)
､

藤 ふ
じ崎 さ

き町
､
板 い
た柳 や

な
ぎ町
､
鶴 つ
る田

た

町
､
中 な
か泊 ど

ま
り町
の
５
市
４
町
で
構
成
さ
れ
､
岩
木
川
と
そ
の
支
川
で
あ
る

鳥 と
り谷

や

川
､
旧
十
川
､
十
川
､
山
田
川
､
後 う
し
ろ長 な

が根
ね

川
等
が
流
下
し
て
い
ま
す
｡

五
所
川
原
圏
域
の
治
水
対
策
は
､
昭
和
26年
の
十
川
に
お
い
て
県
事
業
と
し
て
本
格
的
な
治
水

事
業
に
着
手
し
ま
し
た
｡
以
来
50有
余
年
が
経
過
し
､
こ
の
間
継
続
し
て
洪
水
被
害
の
軽
減
を
目

的
と
し
た
河
川
整
備
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
が
､
未
だ
整
備
途
上
に
あ
る
た
め
､
戦
後
の
主
要
な

洪
水
と
同
規
模
の
洪
水
が
発
生
し
た
と
き
は
甚
大
な
浸
水
被
害
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
｡

ま
た
､
県
管
理
区
間
に
は
集
中
豪
雨
の
影
響
を
受
け
や
す
い
中
小
河
川
が
多
い
こ
と
か
ら
､
流
域

に
お
け
る
遊
水
機
能
の
保
全
を
図
り
､
洪
水
が
発
生
し
た
場
合
の
浸
水
被
害
を
軽
減
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
｡

維
持
管
理
の
面
で
は
､
洪
水
時
に
お
け
る
危
機
管
理
へ
の
対
応
､
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど

河
川
の
維
持
管
理
を
取
り
巻
く
状
況
も
変
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
､
河
川
の
特
性
に
応
じ
た
よ
り

効
果
的
な
維
持
管
理
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
｡

環
境
面
で
は
､河
道
内
に
は
ヨ
シ
群
落
や
ヤ
ナ
ギ
な
ど
の
河
畔
林
が
多
く
残
っ
て
お
り
､多
様
な

動
植
物
の
生
息
・
生
育
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
､
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
｡

そ
の
た
め
､
流
域
の
豊
か
な
自
然
環
境
､
多
様
な
生
態
系
を
守
っ
て
い
く
と
と
も
に
､
岩
木
川

水
系
の
良
好
な
河
川
環
境
や
河
川
景
観
の
保
全
・
創
出
に
配
慮
し
た
河
川
整
備
が
望
ま
れ
ま
す
｡
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平成20年１月18日 金曜日 青 森 県 報( ) 号外第２号
な
お
､
青
森
県
で
は
平
成
13年
12月
に
｢青
森
県
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保
全
及
び
創
造

に
関
す
る
条
例
｣
を
制
定
し
て
お
り
､
森
・
川
・
海
を
農
林
水
産
業
等
の
生
産
活
動
や
地
域
文
化

を
形
成
す
る
基
盤
と
し
て
位
置
づ
け
､
県
民
の
参
加
の
下
に
こ
れ
を
一
体
的
に
保
全
､
創
造
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
｡

ま
た
､
人
と
河
川
と
の
か
か
わ
り
､
ふ
れ
あ
い
の
場
を
適
切
に
整
備
・
保
全
し
て
い
く
こ
と
や
､

河
川
愛
護
団
体
等
流
域
の
様
々
な
団
体
間
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
構
築
す
る
こ
と
な
ど
､
河
川

を
軸
と
し
た
参
加
と
連
携
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
｡

こ
れ
ら
岩
木
川
を
取
り
巻
く
現
状
を
踏
ま
え
､
以
下
の
３
つ
の
基
本
理
念
を
整
備
計
画
の
柱
と

し
て
､
関
係
機
関
や
地
域
住
民
と
の
情
報
の
共
有
､
連
携
の
強
化
を
図
り
つ
つ
､
治
水
､
利
水
､

環
境
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
施
策
を
展
開
し
ま
す
｡

�
計
画
対
象
区
間

本
計
画
の
対
象
区
間
は
､
岩
木
川
水
系
五
所
川
原
圏
域
の
う
ち
青
森
県
知
事
が
管
理
す
る
区
間

と
し
ま
す
(河
川
の
位
置
は
５
ペ
ー
ジ
を
参
照
)
｡

�

◆
安
全
・
安
心
の
川
づ
く
り

過
去
の
水
害
や
渇
水
の
歴
史
を
踏
ま
え
､
人
々
が
安
全
に
生
活

し
､
安
心
し
て
水
の
利
用
が
で
き
る
川
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
｡

ま
た
､
各
河
川
の
特
性
を
踏
ま
え
た
継
続
的
・
効
率
的
な
河
川

の
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
｡

平
成
14年

８
月
洪
水

(金
木
川
)

◆
豊
か
な
自
然
環
境
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
川
づ
く
り

各
河
川
の
持
つ
豊
か
な
自
然
環
境
や
美
し
い
河
川
景
観
を
保
全
･

創
出
し
､
風
土
に
培
わ
れ
た
文
化
と
と
も
に
､
次
の
世
代
に
引
き

継
ぐ
こ
と
の
出
来
る
川
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
｡

ま
た
､
｢青
森
県
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保
全
及
び
創
造

に
関
す
る
条
例
｣
に
基
づ
き
､
県
民
の
参
加
の
下
に
ふ
る
さ
と
の

森
と
川
と
海
を
一
体
的
に
保
全
､
創
造
す
る
こ
と
と
し
ま
す
｡

◆
住
民
参
加
と
地
域
連
携
に
よ
る
川
づ
く
り

地
域
住
民
に
河
川
や
自
然
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
､

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
川
の
あ
り
方
を
考
え
る
川
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
｡

ま
た
､
地
域
住
民
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
地
方
公
共
団
体
で
あ

る
市
町
村
と
､
県
が
積
極
的
に
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
､
地
域
住

民
の
様
々
な
意
見
を
把
握
し
､
魅
力
あ
る
河
川
が
保
た
れ
る
よ
う

に
努
め
ま
す
｡

の
ど
か
な
田
園
風
景

(後
長
根
川
)

水
生
生
物
調
査

(飯
詰
川
)

２
３

整
備
計
画
対
象
区
間

河
川
名

区
域

指
定
区
間
延
長
(㎞
)

せ
ば
と
川

岩
木
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

2.50
相
内
川

岩
木
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

8.95
山
王
川

相
内
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

2.70
桂
川

相
内
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

3.00
山
田
川

岩
木
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

32.27
今
泉
川

岩
木
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

6.00
昆
布
掛
川

岩
木
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

1.20
鳥
谷
川

岩
木
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

15.71
薄
市
川

鳥
谷
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

4.50
尾
別
川

鳥
谷
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

4.70
中
里
川

鳥
谷
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

6.00
岩
谷
川

中
里
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

1.00
宮
野
沢
川

鳥
谷
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

6.50
旧
十
川

岩
木
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

16.80
金
木
川

旧
十
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

9.82
小
田
川

旧
十
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

14.05
飯
詰
川

旧
十
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

13.06
松
野
木
川

旧
十
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

6.64
天
神
川

松
野
木
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

2.70
十
川

岩
木
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

29.42
前
田
野
目
川

十
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

5.00
浪
岡
川

十
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

22.40
大
釈
迦
川

浪
岡
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

6.50
赤
川

大
釈
迦
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

1.80
正
平
津
川

浪
岡
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

7.50
王
余
魚
沢
川

浪
岡
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

2.40
本
郷
川

十
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

5.60
高
舘
川

十
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

2.80
長
坂
川

十
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

1.90
新
和
川

岩
木
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

3.20
宇
田
野
川

新
和
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

1.08
旧
大
蜂
川

岩
木
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

7.15
前
萢
川

旧
大
蜂
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

6.10
大
石
川

旧
大
蜂
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

2.19
大
蜂
川

岩
木
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

7.70
多
沢
川

大
蜂
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

3.00
鶏
川

大
蜂
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

2.10
後
長
根
川

岩
木
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

12.40
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�
計
画
対
象
期
間

本
計
画
は
､
岩
木
川
水
系
河
川
整
備
基
本
方
針
に
基
づ
い
た
河
川
整
備
の
当
面
の
目
標
で
あ
り
､

そ
の
対
象
期
間
は
概
ね
30年
間
と
し
ま
す
｡

な
お
､
本
計
画
は
､
現
時
点
の
流
域
の
社
会
状
況
､
自
然
状
況
､
河
川
状
況
に
基
づ
い
て
策
定

さ
れ
た
も
の
で
す
｡
そ
の
た
め
､
策
定
後
も
､
河
川
の
整
備
状
況
・
地
域
の
社
会
状
況
・
自
然
状

況
等
の
変
化
や
新
た
な
知
見
､
技
術
の
進
歩
等
に
伴
い
､
必
要
に
応
じ
て
適
宜
見
直
し
ま
す
｡

�

４
５

岩
木
川
水
系
(五
所
川
原
圏
域
)
概
要
図



平成20年１月18日 金曜日 青 森 県 報( ) 号外第２号
2.
流
域
及
び
河
川
の
概
要

2.1
流
域
及
び
河
川
の
概
要

岩 い
わ木

き

川 が
わは
､
青
森
県
西
部
の
日
本
海
側
に
位
置
し
､
そ
の
源
を
青
森
・
秋
田
県
境
の
白 し
ら神 か

み山
地
の
雁 が
ん森 も

り岳
(標
高
987ｍ

)
に
発
し
､
弘 ひ
ろ前 さ

き市
付
近
で
流
れ
を
北
に
変
え
､
平 ひ
ら川
､
十
と

川
､

旧 き
ゅ
う十
と

川
等
の
支
川
を
合
わ
せ
て
津
つ

軽 が
る平
野
を
貫
流
し
､
十 じ
ゅ
う三 さ

ん湖
に
至
り
日
本
海
に
注
ぐ
､
幹
川

流
路
延
長
102㎞

､
流
域
面
積
2,540

�
の
一
級
河
川
で
す
｡
そ
の
流
域
は
､
弘
前
市
､
五
ご

所 し
ょ川

が

原 わ
ら市
､
黒 く
ろ石 い

し市
､
つ
が
る
市
を
は
じ
め
と
す
る
６
市
５
町
２
村
か
ら
な
り
､
流
域
の
土
地
利
用

は
､
山
地
等
が
約
72％
､
水
田
や
畑
地
等
の
農
地
が
約
26％
､
宅
地
等
の
市
街
地
が
約
２
％
と

な
っ
て
い
ま
す
｡
流
域
内
に
は
青
森
県
の
日
本
海
側
に
位
置
す
る
津
軽
平
野
の
拠
点
都
市
で
あ

る
弘
前
市
､
五
所
川
原
市
等
を
擁
し
､
こ
の
地
域
に
お
け
る
社
会
・
経
済
・
文
化
の
基
盤
を
成

し
て
い
ま
す
｡

こ
の
岩
木
川
水
系
を
地
域
特
性
か
ら
２
圏
域
に
区
分
し
､
本
五
所
川
原
圏
域
は
岩
木
川
水
系

の
下
流
部
に
あ
た
り
､
弘
前
市
・
五
所
川
原
市
・
黒
石
市
・
つ
が
る
市
・
青
森
市
(旧
浪 な
み岡 お

か町
)

・
藤 ふ
じ崎 さ

き町
・
板 い
た柳 や

な
ぎ町
・
鶴 つ
る田

た

町
・
中 な
か泊 ど

ま
り町
の
５
市
４
町
の
市
町
村
で
構
成
さ
れ
､
岩
木
川
と
そ

の
支
川
で
あ
る
鳥 と
り谷

や

川
､
旧
十
川
､
金 か
な木

ぎ

川
(旧
十
川
の
支
川
)
､
十
川
､
山 や
ま田

だ

川
､
後 う
し
ろ長 な

が根
ね

川
等
が
流
下
し
て
い
ま
す
｡

岩
木
川
の
右
支
川
で
あ
る
鳥
谷
川
は
､
そ
の
源
を
大 だ
い東 と

うヶ
が

丘 お
か

(標
高
80ｍ
)
に
発
し
､
津
軽

鉄
道
を
経
て
北
に
流
れ
､
水
田
地
帯
を
貫
流
し
､
若 わ
か宮 み

や地
先
に
て
宮 み
や野

の

沢 さ
わ川
､
中 な
か里 さ

と川
､
尾
お

別 べ
つ

川
､
薄 う
す市 い

ち川
等
の
支
川
を
合
わ
せ
て
､
旧
中
里
町
(中
泊
町
)
薄
市
地
先
で
十
三
湖
に
注
ぎ
ま

す
｡
川
幅
は
､
上
流
域
で
約
20ｍ
､
下
流
域
で
約
100ｍ

､
流
域
面
積
は
約
126�

､
流
路
延
長

は
約
16㎞
で
す
｡

岩
木
川
の
右
支
川
で
あ
る
旧
十
川
は
､
十
川
の
切
替
工
事
に
よ
り
､
そ
の
源
を
五
所
川
原
市

街
地
の
十
川
沿
い
に
発
し
､
岩
木
川
に
沿
っ
て
北
に
流
れ
､
水
田
地
帯
を
貫
流
し
､
松 ま
つ野

の

木
き

川
､

飯 い
い詰 づ

め川
､
小
お

田
だ

川
､
金
木
川
等
の
支
川
を
合
わ
せ
て
､
旧
金
木
町
(五
所
川
原
市
)
神 か
ん原 ば

ら地
先

で
岩
木
川
に
合
流
し
ま
す
｡
川
幅
は
､
上
流
域
で
約
40ｍ

､
下
流
域
で
約
150ｍ

､
流
域
面
積

は
約
240�

､
流
路
延
長
は
約
17ｍ
で
す
｡

旧
十
川
の
右
支
川
で
あ
る
金
木
川
は
､
そ
の
源
を
大 お
おノ

の

倉 く
ら岳

(標
高
677ｍ

)
に
発
し
､
山

地
部
を
南
に
流
れ
､
大 お
お倉 く

ら沢
､
母 は
は沢
､
高 た
か橋 は

し沢
等
の
支
川
を
合
わ
せ
て
､
旧
金
木
町
(五
所
川

原
市
)
蒔 ま
き田

た

地
先
で
旧
十
川
に
合
流
す
る
岩
木
川
の
二
次
支
川
で
す
｡
川
幅
は
､
上
流
域
で
約

10ｍ
､
下
流
域
で
約
50ｍ
､
流
域
面
積
は
約
60�
､
流
路
延
長
は
約
15㎞
で
す
｡

岩
木
川
の
右
支
川
で
あ
る
十
川
は
､
そ
の
源
を
黒 く
ろ森 も

り山
(標
高
606ｍ

)
に
発
し
､
黒
石
市

市
街
地
の
北
部
か
ら
北
に
流
れ
､
水
田
地
帯
を
貫
流
し
､
長 な
が坂 さ

か川
､
高 た
か舘 だ

て川
､
本 ほ
ん郷 ご

う川
､
浪 な
み岡 お

か

川
､
前 ま
え田

だ

野
の

目
め

川
等
の
支
川
を
合
わ
せ
て
､
五
所
川
原
市
柳 や
な
ぎ町 ま

ち地
先
で
岩
木
川
に
合
流
し
ま
す
｡

川
幅
は
､
上
流
域
で
約
20ｍ

､
下
流
域
で
約
70ｍ

､
流
域
面
積
は
約
300

�
､
流
路
延
長
は
約

31㎞
で
す
｡

岩
木
川
の
左
支
川
で
あ
る
山
田
川
は
､
そ
の
源
を
岩
木
山
扇 お
う
ぎヶ
が

丘 お
か

(標
高
1,249ｍ

)
に
発

し
､
山
地
部
を
北
に
流
れ
､
小
こ

戸
ど

六 ろ
く溜
池
､
狄 え
ぞヶ

が

館 た
て溜
池
を
経
て
､
Ｊ
Ｒ
五
能
線
の
鉄
道
橋
よ

り
平
地
に
出
て
水
田
地
帯
を
貫
流
し
､
妙 み
ょ
う堂 ど

う川
､
中 な
かノ

の

川
､
古 ふ
る田

た

川
等
の
支
川
を
合
わ
せ
て
､

田 た
っ光

ひ

沼
に
流
入
し
､
そ
の
後
旧
車 し
ゃ力 り

き村
(つ
が
る
市
)
深 ふ
か沢 ざ

わ地
先
で
十
三
湖
に
注
ぎ
ま
す
｡
川

幅
は
､
上
流
域
で
約
30ｍ

､
下
流
域
で
約
80ｍ

､
流
域
面
積
は
約
270

�
､
流
路
延
長
は
約
39

㎞
で
す
｡

岩
木
川
の
左
支
川
で
あ
る
後
長
根
川
は
､
そ
の
源
を
岩
木
山
(標
高
1,624ｍ

)
に
発
し
､

山
地
部
を
東
に
流
れ
､
そ
の
後
水
田
地
帯
を
貫
流
し
､
羽
は

黒 ぐ
ろ川
､
早 は
や川
､
土
ど

堂 ど
う川
等
の
支
川
を

合
わ
せ
て
､
弘
前
市
中 な
か崎 ざ

き地
先
で
岩
木
川
に
合
流
し
ま
す
｡
川
幅
は
､
上
流
域
で
約
10ｍ
､
下

流
域
で
約
50ｍ
､
流
域
面
積
は
約
44�
､
流
路
延
長
は
約
17㎞
で
す
｡

�

６
７
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2.2

自
然
環
境
及
び
社
会
環
境

2.2.1
自
然
環
境

�
地
形
・
地
質

流
域
の
地
形
は
､
中
央
部
に
三
角
州
性
､
扇
状
地
性
低
地
か
ら
な
る
津
軽
平
野
が
あ
り
､

北
部
の
中 な
か山 や

ま山
地
・
平 た
い
ら舘 だ

て山
地
､
西
部
の
屏 び
ょ
う風
ぶ

山 ざ
ん砂
丘
地
､
東
部
の
梵 ぼ
ん珠 じ

ゅ山
山
地
・
大 だ
い釈 し

ゃ迦
か

丘
陵
､
南
部
の
弘
前
台
地
が
こ
れ
を
取
り
囲
み
､
さ
ら
に
､
南
西
部
の
岩
木
山
火
山
地
な
ど

が
周
縁
を
構
成
し
て
い
ま
す
｡

流
域
の
地
質
は
岩
木
山
に
よ
る
火
山
噴
出
物
と
岩
木
川
､
平
川
､
浅
あ

瀬
せ

石 い
し川
に
よ
る
沖
積

堆
積
物
､
南
部
丘
陵
部
の
金
属
鉱
床
を
含
む
新
第
三
期
の
凝
灰
岩
､
砂
岩
､
頁
岩
等
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
｡

�
気
候

岩
木
川
流
域
の
気
候
は
､
温
帯
冷
涼
型
気
候
に
属
し
､
暑
く
て
短
い
夏
と
低
温
で
長
い
冬
､

希
薄
な
梅
雨
型
天
候
が
特
徴
で
す
｡

流
域
の
平
均
年
間
降
水
量
は
山
地
部
で
約
1,600㎜

､
平
野
部
で
約
1,200㎜

と
な
っ
て
い

ま
す
｡
弘
前
市
付
近
の
年
平
均
気
温
は
11℃
近
く
と
緯
度
の
割
に
比
較
的
高
く
な
っ
て
い
ま
す
｡

こ
れ
は
対
馬
暖
流
の
影
響
を
う
け
る
こ
と
と
､
冬
期
の
日
本
海
か
ら
吹
き
付
け
る
寒
風
が
岩

木
山
に
さ
え
ぎ
ら
れ
､
ま
た
初
夏
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
高
気
圧
か
ら
吹
き
出
し
て
く
る
寒
冷
な

偏
東
風
(通
称
｢ヤ
マ
セ
｣
と
い
う
)
が
津
軽
山
地
で
遮
ら
れ
る
た
め
で
す
｡
し
か
し
､
ヤ

マ
セ
が
長
く
続
く
と
､
五
所
川
原
以
北
で
は
夏
季
の
気
温
が
上
が
ら
ず
､
冷
害
を
起
こ
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
｡

積
雪
は
秋
田
県
境
の
岩
木
川
上
流
山
地
及
び
浅
瀬
石
川
上
流
山
地
に
多
く
､
最
深
積
雪
が

２
ｍ
前
後
の
多
雪
地
帯
で
す
が
､
岩
木
山
東
方
部
の
弘
前
市
､
黒
石
市
地
区
の
平
地
は
比
較

的
少
雪
で
す
｡

ま
た
､
北
西
部
の
日
本
海
に
面
し
た
旧
車
力
村
､
旧
市
し

浦 う
ら村
な
ど
は
､
日
本
海
か
ら
の
強

い
風
に
よ
っ
て
雪
が
吹
き
飛
ば
さ
れ
､
平
野
部
で
は
風
の
強
い
日
に
は
し
ば
し
ば
地
吹
雪
が

発
生
し
､
視
界
が
遮
ら
れ
交
通
に
支
障
が
で
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
｡

�
自
然
環
境

五
所
川
原
圏
域
内
の
自
然
環
境
と
し
て
は
､
津
軽
国
定
公
園
を
は
じ
め
､
芦 あ
し野

の

池
沼
群
県

立
自
然
公
園
､
岩
木
高
原
県
立
自
然
公
園
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
｡
流
域
は
､
ミ
ズ
ナ
ラ
､

ブ
ナ
林
を
主
体
と
す
る
冷
温
帯
に
属
し
て
お
り
､
ス
ギ
､
ア
カ
マ
ツ
､
ク
ロ
マ
ツ
の
人
工
林

と
コ
ナ
ラ
､
ア
カ
マ
ツ
の
天
然
林
が
混
生
し
て
い
ま
す
｡
ま
た
､
果
樹
園
が
広
が
り
､
全
国

有
数
の
リ
ン
ゴ
の
生
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
､
岩
木
山
の
美
し
い
山
容
と
相
ま
っ
て
､

特
色
あ
る
景
観
を
呈
し
て
い
ま
す
｡
一
方
､
河
口
付
近
の
河
原
に
は
広
大
な
ヨ
シ
原
が
広
が

り
､
ア
ジ
ア
東
部
の
ご
く
一
部
に
分
布
す
る
オ
オ
セ
ッ
カ
(レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
の
絶
滅

危
惧
Ⅰ
Ｂ
類
)
の
繁
殖
地
と
な
っ
て
い
ま
す
｡
ま
た
､
十
三
湖
で
は
､
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
､

コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
飛
来
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
｡
河
川
敷
で
は
､
ヨ
シ
､
オ
ギ
､
ス
ス
キ
な
ど

の
草
本
類
に
加
え
､ヤ
ナ
ギ
な
ど
の
木
本
類
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
｡
ま
た
､レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ

ク
の
絶
滅
危
惧
種
に
特
定
さ
れ
て
い
る
ホ
ソ
バ
イ
ヌ
タ
デ
､
イ
ヌ
ハ
ギ
も
生
育
し
て
い
ま
す
｡

魚
介
類
に
つ
い
て
は
､
ヤ
マ
メ
､
カ
ジ
カ
､
ウ
グ
イ
､
ア
ブ
ラ
ハ
ヤ
､
ヨ
シ
ノ
ボ
リ
等
多

く
の
魚
種
が
生
息
し
て
い
ま
す
｡
青
森
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
に
重
要
希
少
野
生
生
物
と

し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
ス
ナ
ヤ
ツ
メ
､
メ
ダ
カ
､
イ
バ
ラ
ト
ミ
ヨ
や
､
最
重
要
希
少
野
生
生

物
と
し
て
の
ヤ
リ
タ
ナ
ゴ
､
環
境
省
で
準
絶
滅
危
惧
に
指
定
さ
れ
て
い
る
カ
ラ
ス
ガ
イ
が
生

息
し
て
い
ま
す
｡

陸
上
動
物
は
､
山
地
を
中
心
に
特
別
天
然
記
念
物
の
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
を
は
じ
め
ニ
ホ
ン

ザ
ル
､
ノ
ウ
サ
ギ
､
タ
ヌ
キ
､
キ
ツ
ネ
､
ア
ナ
グ
マ
等
の
哺
乳
類
が
分
布
し
て
い
ま
す
｡
津

軽
平
野
の
一
帯
に
は
､
溜
池
等
の
池
沼
群
が
数
多
く
散
在
し
て
い
ま
す
が
､
こ
れ
を
中
心
と

し
て
マ
ダ
ラ
ヤ
ン
マ
､
カ
ラ
カ
ネ
イ
ト
ト
ン
ボ
等
の
昆
虫
類
が
み
ら
れ
ま
す
｡

�

８
９

【
オ
オ
セ
ッ
カ
】
[ス
ズ
メ
目
ウ
グ
イ
ス
科
]

・
青
森
県
：
最
重
要
希
少
野
生
生
物

・
環
境
省
：
絶
滅
危
惧
Ⅰ
Ｂ
類

【
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
】
[カ
モ
目
カ
モ
科
]

【
メ
ダ
カ
】
[メ
ダ
カ
目
メ
ダ
カ
科
]

・
青
森
県
：
重
要
希
少
野
生
生
物

・
環
境
省
：
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

【
イ
バ
ラ
ト
ミ
ヨ
】
[ト
ゲ
ウ
オ
目
ト
ゲ
ウ
オ
科
]

・
青
森
県
：
重
要
希
少
野
生
生
物

・
環
境
省
：
該
当
な
し

【
カ
ラ
ス
ガ
イ
】
[イ
シ
ガ
イ
目
イ
シ
ガ
イ
科
]

・
青
森
県
：
該
当
な
し

・
環
境
省
：
準
絶
滅
危
惧
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社
会
環
境

�
土
地
利
用

五
所
川
原
圏
域
は
岩
木
川
水
系
の
下
流
部
に

あ
た
り
､
弘
前
市
・
五
所
川
原
市
・
黒
石
市
・

つ
が
る
市
な
ど
の
５
市
４
町
の
市
町
村
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
｡
圏
域
の
土
地
利
用
は
､
山
地

が
37％
､
水
田
が
35％
を
占
め
､
畑
地
が
19％

(農
地
54％

)
､
市
街
地
が
９
％
と
な
っ
て
お

り
､
岩
木
川
水
系
の
中
で
は
水
田
の
割
合
が
多

く
み
ら
れ
ま
す
｡

�
人
口

圏
域
内
市
町
村
の
人
口
は
､
平
成
16年
現
在
､
９
市
町
村
合
計
で
約
40万
６
千
人
で
す
｡

人
口
の
増
減
に
つ
い
て
は
､
経
年
的
な
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
｡

�
産
業

圏
域
の
産
業
は
こ
れ
ま
で
第
一
次
産
業
で
あ
る
農
業
が
基
幹
産
業
で
あ
り
ま
し
た
が
､
近

年
､
東
北
自
動
車
道
の
開
通
等
に
伴
い
､
都
市
化
の
進
展
､
工
業
の
進
出
も
著
し
く
､
弘
前

市
､
五
所
川
原
市
を
中
心
に
第
二
次
､
第
三
次
産
業
へ
と
以
降
し
つ
つ
あ
り
､
今
後
も
ま
す

ま
す
発
展
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
｡
圏
域
内
市
町
村
の
製
造
品
出
荷
額
を
み
る
と
､
昭

和
60年

の
約
1,900億

円
に
比
較
し
､
平
成
12年

で
は
約
4,200億

円
と
約
2.2倍

に
増
加
し
て

い
ま
す
｡

�
交
通

流
域
内
の
交
通
は
､
東
北
縦
貫
自
動
車
道
､
Ｊ
Ｒ
奥
羽
本
線
､
Ｊ
Ｒ
五
能
線
､
津
軽
鉄
道
､

国
道
７
号
､
101号

､
339号

等
の
基
幹
交
通
施
設
に
加
え
､
津
軽
自
動
車
道
(浪
岡
IC
～
五

所
川
原
東
IC
)
が
整
備
さ
れ
る
な
ど
､
交
通
の
要
衝
と
な
っ
て
い
ま
す
｡

�

10
11

五
所
川
原
圏
域
の
土
地
利
用
面
積

山
地
等

農
地
市
街
地

8899
��

９９
％％

338855
��

3377％％

556611
��

5544％％

(人
)

500,000

450,000

400,000

350,000

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,0000
Ｈ
２

Ｈ
７

Ｈ
12

Ｈ
16

弘
前
市

五
所
川
原
市

黒
石
市

そ
の
他
の
市
町
村

(H
２
～
H
12ま

で
は
国
勢
調
査
結
果
､
H
17国

勢
調
査
は
旧
浪
岡
町
が
青

森
市
に
合
併
し
た
後
の
デ
ー
タ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
､
H
16時

点
の
デ
ー

タ
(青
森
県
資
料
)
を
使
用
し
た
)

五
所
川
原
圏
域
に
お
け
る
人
口
の
推
移

441166,,116699

115544,,228866

3399,,221133
4477,,996666

117744,,770044

441177,,996633

115522,,443388

3399,,000044
4488,,554499

117777,,997722

441144,,440044

114499,,006666

3399,,005599
4499,,119933

117777,,008866

440066,,113322

114444,,669933

3388,,665599
4488,,668811

117744,,009999

第
三
次
産
業

第
二
次
産
業

第
一
次
産
業

250,000

(人
)

200,000

150,000

100,000

50,0000
昭
和
55年

昭
和
60年

平
成
２
年

平
成
７
年

平
成
12年

96,743

37,597

7722,,333300

98,203

36,926

6688,,442299

99,765

42,755

6600,,770022

107,657

46,097

5511,,884477

110,836

48,290

4433,,992244

五
所
川
原
圏
域
に
お
け
る
産
業
別
就
業
者
の
推
移
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歴
史
・
文
化
財
な
ど

岩
木
川
河
口
の
五
所
川
原
市
(旧
市
浦
村
)
十
三
は
鎌
倉
時
代
か
ら
主
要
な
港
で
し
た
｡

鎌
倉
時
代
の
貞
応
２
年
(1223)

､
幕
府
が
海
運
業
を
規
定
す
る
た
め
取
り
決
め
た
廻 か
い船 せ

ん式 し
き

目 も
くの
中
に
､
日
本
国
内
三 さ
ん津 し

ん七 し
ち湊 そ

うの
一
つ
と
し
て
十
と

三
さ

湊 み
な
との
名
前
が
載
っ
て
い
ま
し
た
が
､

津
軽
藩
の
藩
政
が
確
立
さ
れ
る
に
従
い
､
鰺 あ
じヶ

が

沢 さ
わ・
青
森
に
そ
の
地
位
を
奪
わ
れ
て
い
き
ま

し
た
｡
そ
れ
は
､
岩
木
川
か
ら
流
出
す
る
土
砂
で
十
三
湊
そ
の
も
の
が
年
々
浅
く
な
る
な
ど

の
､
地
理
的
変
化
も
大
き
な
要
因
で
し
た
｡

岩
木
川
の
舟
運
が
盛
ん
で
あ
っ
た
頃
､
川
筋
の
港
と
し
て
栄
え
た
の
は
十
三
湊
を
は
じ
め

と
し
て
現
在
の
弘
前
市
浜 は
まの
町 ま
ち､
三 さ
ん世

ぜ

寺
じ

・
藤
崎
町
・
板
柳
町
・
五
所
川
原
市
湊 み
な
と､
藻
も

川 が
わ

(大
泊
)
・
旧
金
木
町
蒔
田
な
ど
で
す
｡

寛
文
３
年
(1663)

に
は
､
藩
の
米
蔵
が
板
柳
に
造
ら
れ
､
川
船
５
隻
も
新
造
さ
れ
､
翌

４
年
に
は
代
官
所
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
｡
元
禄
３
年
(1690)

の
記
録
に
は
､
｢板
柳
に
川

船
63隻
｣
と
あ
り
､
先
頭
衆
の
住
む
水
か

主
こ

派
立
(新
開
地
)
が
設
け
ら
れ
､
繁
栄
を
極
め
て

い
ま
す
｡
そ
の
こ
ろ
が
岩
木
川
舟
運
の
絶
頂
期
で
し
た
｡

ま
た
､
圏
域
内
に
は
国
指
定
の
名
勝
で
あ
る
瑞 ず
い楽 ら

く園 え
ん

(弘
前
市
)
の
他
､
県
指
定
の
７
つ

の
天
然
記
念
物
が
あ
り
ま
す
｡
そ
の
他
､
貝
塚
や
石
器
時
代
の
遺
跡
､
藩
政
時
代
の
史
跡
､

建
造
物
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
｡

�

12
13

岩
木
川
水
系
(五
所
川
原
圏
域
)内
に
お
け
る
文
化
財
一
覧
表

指
定

種
別

名
称

所
在
地

番
号

国
重
要
有

形
民
族

文
化
財

高
橋
家
住
宅

黒
石
市
中
町
38

18
国

旧
平
山
家
住
宅
主
屋
・
表
門

五
所
川
原
市
湊
字
千
鳥
144� 1

8
国

青
森
県
石
神
遺
跡
出
土
品

旧
森
田
村
字
月
見
野
340� 2(森

田
村
歴
史
民
俗
資
料
館
)

11
国

太
刀
銘
友
成
作

旧
岩
木
町
百
沢
字
神
馬
野
87

21
国

太
刀
銘
真
守

〃
21

国
史
跡

浪
岡
城
跡

旧
浪
岡
町
浪
岡

13
国

亀
ヶ
岡
石
器
時
代
遺
跡

旧
木
造
町
館
岡
・
亀
ケ
岡

4
国

田
小
屋
野
貝
塚

4
国

名
勝

瑞
楽
園

弘
前
市
宮
館
字
宮
館
沢
26� 1

17

県

重
宝

高
照
神
社
本
殿
・
中
門
・
随

神
門
・
拝
殿
及
び
幣
殿

旧
岩
木
町
百
沢
字
神
馬
野
87

21

県
巖
鬼
山
神
社
本
殿

弘
前
市
十
腰
内
字
猿
沢
78

12
県

飯
詰
八
幡
宮
本
殿

五
所
川
原
市
飯
詰
字
福
泉
148� 1

7
県

阿
弥
陀
如
来
像

旧
岩
木
町
高
屋
字
福
田
80� 4

20
県

円
空
作
木
造
観
音
菩
薩
坐
像

旧
浪
岡
町
北
中
野
字
天
王
21� 2

14
県

梵
鐘

五
所
川
原
市
飯
詰
字
福
泉
224

6
県

津
軽
信
政
着
用
具
足

旧
岩
木
町
百
沢
字
神
馬
野
87

21
県

鰐
口
慶
長
九
年
奉
納
銘

弘
前
市
十
腰
内
字
猿
沢
78

12
県

日
本
刀
銘
奥
観
寿
藤
原
吉
廣
旧
金
木
町
嘉
瀬

3
県

日
本
刀
銘
津
軽
住
安
宗

板
柳
町
福
野
田
字
実
田
33

15
県

盤
形
藍
胎
漆
器

旧
木
造
町
館
岡
字
屏
風
山
195(木

造
町
縄
文
館
展
示
)

5
県

石
神
遺
跡
出
土
縄
文
式
遺
物

旧
森
田
村
森
田
字
月
見
野
340� 2(森

田
村
歴
史
民
俗
資
料
館
)
11

県
史
跡

津
軽
信
政
の
墓

旧
岩
木
町
百
沢
字
神
馬
野
87

21
県

天
然
記

念
物

十
三
湖
の
白
鳥

旧
市
浦
村
十
三
湖

1
県

大
杉

弘
前
市
十
腰
内
字
猿
沢
78

12
県

り
ん
ご
の
樹

旧
柏
村
桑
野
木
田
字
千
年
226

9
県

イ
チ
イ

板
柳
町
横
沢
字
花
岡
81

16
県

妙
堂
崎
の
モ
ミ
の
木

鶴
田
町
妙
堂
崎
字
掛
元
12

10
県

妙
経
寺
の
カ
ヤ
の
木

黒
石
市
京
町
字
寺
町
12

19
県

金
木
町
玉
鹿
石

旧
金
木
町
喜
良
市
字
小
田
川
国
有
林

2
地
図
番
号
は
次
頁
の
地
図
中
の
番
号
と
対
応
し
て
い
ま
す
｡

岩
木
川
水
系
(五
所
川
原
圏
域
)
文
化
財
の
位
置
図
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3.
現
状
と
課
題

3.1
治
水
の
現
状
と
課
題

3.1.1
主
な
洪
水
被
害

戦
後
の
代
表
洪
水
は
昭
和
33年
８
月
､
昭
和
52年
８
月
､
昭
和
56年
８
月
等
で
あ
り
､
近

年
に
お
い
て
も
平
成
２
年
９
月
､
平
成
14年
８
月
に
洪
水
が
発
生
し
､
流
域
に
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
｡
代
表
的
な
洪
水
被
害
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
｡

3.1.2
治
水
の
現
状
と
課
題

五
所
川
原
圏
域
に
お
け
る
治
水
事
業
の
沿
革
､
治
水
の
現
状
と
課
題
は
､
次
の
と
お
り
で

す
｡

○
旧
十
川
､
金
木
川

旧
十
川
の
計
画
は
､
昭
和
43年
８
月
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
洪
水
を
契
機
に
昭
和
45年
度
に

事
業
に
着
手
し
､
松
野
木
川
合
流
点
の
上
流
や
川
山
地
区
な
ど
の
洪
水
に
よ
る
浸
水
被
害
を

受
け
た
地
区
に
つ
い
て
改
修
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
｡

ま
た
､
金
木
川
は
､
平
成
２
年
よ
り
改
修
に
着
手
し
､
平
成
14年
８
月
に
甚
大
な
洪
水
被

害
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
､
津
軽
鉄
道
橋
の
架
替
え
､
市
街
地
を
迂
回
す
る
捷
水
路
の
整
備

等
を
行
い
ま
し
た
｡

○
十
川
十
川
は
､
昭
和
５
年
よ
り
直
轄
工
事
と
し
て
岩
木
川
本
川
に
抜
け
る
放
水
路
工
事
に
着
手

し
､
昭
和
26年
に
竣
工
し
て
い
ま
す
｡
そ
の
上
流
に
つ
い
て
も
昭
和
26年
よ
り
事
業
着
手
し

た
と
こ
ろ
で
す
が
､
昭
和
52年

８
月
の
大
災
害
に
鑑
み
､
本
川
合
流
点
か
ら
20.4㎞

を
対
象

と
し
た
二
次
改
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
｡

○
後
長
根
川

後
長
根
川
は
､
昭
和
49年
､
昭
和
50年
の
洪
水
を
受
け
､
災
害
復
旧
事
業
等
に
よ
る
改
修

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
､
河
積
が
狭
小
な
た
め
､
昭
和
59年
よ
り
抜
本
的
な
改
修
に
着
手
し

た
と
こ
ろ
で
す
｡

�
流
下
能
力
の
不
足

圏
域
内
河
川
で
は
､
河
川
改
修
が
行
わ
れ
た
区
間
以
外
の
治
水
安
全
度
は
未
だ
低
い

状
況
に
あ
り
､
戦
後
の
主
要
な
洪
水
と
同
規
模
の
洪
水
が
発
生
し
た
場
合
に
は
､
甚
大

な
被
害
が
予
想
さ
れ
ま
す
｡
こ
の
た
め
､
床
上
浸
水
等
の
重
大
な
家
屋
浸
水
被
害
を
防

止
す
る
と
と
も
に
､
水
田
等
農
地
に
つ
い
て
も
洪
水
被
害
の
軽
減
に
努
め
る
た
め
､
治

水
対
策
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
｡
ま
た
､
県
が
管
理
す
る
河
川
は
､
集
中
豪
雨
の

影
響
を
受
け
や
す
い
中
小
河
川
が
多
い
こ
と
か
ら
､
森
林
・
農
地
の
保
全
等
､
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
流
域
に
お
け
る
遊
水
機
能
・
保
水
機
能
の
保
全
を
図
る
必
要
が
あ

り
ま
す
｡

�
堤
防
の
質
的
強
化

圏
域
内
の
各
河
川
に
お
け
る
堤
防
は
､
長
い
年
月
を
か
け
て
築
造
さ
れ
た
こ
と
か
ら
､

築
造
の
履
歴
や
材
料
構
成
及
び
地
盤
の
構
造
が
必
ず
し
も
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
｡

ま
た
､
過
去
に
整
備
さ
れ
た
堤
防
は
必
ず
し
も
工
学
的
に
設
計
さ
れ
た
も
の
で
は
な

く
､
場
所
に
よ
っ
て
は
堤
防
の
安
全
性
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
｡
そ

の
一
方
で
､
堤
防
整
備
に
よ
り
､
堤
防
背
後
地
に
人
口
や
資
産
が
集
積
し
て
い
る
箇
所

�
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近
年
に
お
け
る
代
表
的
な
洪
水
被
害
状
況

年
度

異
常

気
象
名
発
生
年
月
日

河
川
名

浸
水
面
積
被
災
家
屋

S50
豪
雨

S50.８
.19

旧
十
川

30ha
－

十
川

190ha
142棟

後
長
根
川

267ha
143棟

S52
豪
雨

S52.８
.６

旧
十
川

15ha
－

十
川

377ha
466棟

山
田
川

457ha
－

旧
大
蜂
川

450ha
161棟

後
長
根
川

469ha
342棟

S56
台
風
15号

S56.８
.23

旧
十
川

122ha
342棟

金
木
川

107ha
5棟

十
川

120ha
2棟

山
田
川

770ha
1棟

後
長
根
川

5ha
－

H
２

台
風
19号

H
２
.９
.19

旧
十
川

957ha
195棟

金
木
川

162ha
19棟

十
川

957ha
4棟

後
長
根
川

226ha
52棟

H
14

台
風
６
号

H
14.８

.10
金
木
川

223ha
48棟

後
長
根
川

63ha
7棟

資
料
：
水
害
統
計
国
土
交
通
省
河
川
局

山
田
川
(豊
富

と
よ
と
み地
区
)
の
破
堤

(青
森
県
旧
車
力
村
S
56.8.24)

金
木
川
出
水
状
況

(青
森
県
旧
金
木
町
H
2.9.20)
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も
あ
り
､
堤
防
の
安
全
性
の
確
保
が
ま
す
ま
す
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
｡

こ
の
よ
う
に
堤
防
及
び
地
盤
の
構
造
は
様
々
な
不
確
実
性
を
有
し
､
漏
水
や
浸
透
に

対
し
て
脆
弱
な
部
分
も
あ
る
こ
と
か
ら
､
堤
防
が
完
成
し
て
い
る
箇
所
に
お
い
て
も
安

全
性
の
点
検
を
行
い
､
機
能
の
維
持
及
び
安
全
性
の
確
保
を
図
る
た
め
､
必
要
に
応
じ

て
堤
防
の
質
的
整
備
を
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
｡

�
内
水
対
策

洪
水
に
よ
る
河
川
水
位
の
上
昇
に
伴
い
､
河
川
に
流
入
す
る
水
路
等
か
ら
の
排
水
が

行
え
な
く
な
っ
た
結
果
生
ず
る
氾
濫
を
内
水
氾
濫
と
い
い
ま
す
｡

五
所
川
原
圏
域
に
は
､
内
水
氾
濫
を
防
ぐ
た
め
の
農
業
用
排
水
機
場
が
多
数
設
置
さ

れ
て
お
り
､
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
､
適
切
に
内
水
対
策
を
実
施
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
｡

�
河
川
の
維
持
管
理

河
道
内
に
お
け
る
土
砂
の
堆
積
､
樹
木
の
繁
茂
に
よ
り
洪
水
時
に
水
位
が
上
昇
す
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
､
適
切
な
管
理
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
｡
ま
た
､
護
岸
等

の
河
川
管
理
施
設
に
つ
い
て
､
適
切
に
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
｡

�
危
機
管
理
対
策

河
川
改
修
や
土
砂
災
害
対
策
が
進
み
被
害
を
受
け
る
頻
度
が
減
少
し
て
い
る
中
で
､

地
域
住
民
の
災
害
に
対
す
る
危
機
意
識
が
希
薄
化
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
｡
そ
の
一
方
､

近
年
で
は
短
時
間
の
集
中
豪
雨
や
局
所
的
豪
雨
の
発
生
頻
度
が
高
く
な
っ
て
お
り
､
ま

す
ま
す
洪
水
､
土
砂
災
害
に
対
す
る
備
え
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
｡
こ
の
た
め
､

防
災
に
関
す
る
情
報
の
共
有
化
等
に
よ
る
防
災
意
識
の
啓
発
や
､
国
・
県
・
市
町
村
等

が
連
携
し
た
危
機
管
理
対
策
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
｡

3.2
利
水
の
現
状
と
課
題

3.2.1
水
利
用
の
現
状

岩
木
川
水
系
に
お
け
る
河
川
流
況
は
､
五
所
川
原
地
点
(C
A
=1740.3

�
)
に
お
い
て
過

去
30年

間
(昭
和
48年

～
平
成
14年

)
の
平
均
渇
水
流
量
は
14.05

�
/s､
平
均
低
水
流
量
は

33.83�
/sと
な
っ
て
い
ま
す
｡

圏
域
河
川
の
利
水
状
況
は
､
目
的
別
利
水
で
は
か
ん
が
い
用
水
が
大
部
分
を
占
め
､
約

19.900haの
農
地
を
潤
し
て
お
り
､
最
大
約
50�
/sの
取
水
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
｡

こ
の
他
に
､
水
道
用
水
２
件
､
そ
の
他
(雑
用
水
)
１
件
の
利
水
が
あ
り
ま
す
｡

ま
た
､
コ
イ
､
フ
ナ
を
対
象
と
し
た
内
水
面
漁
業
権
が
､
旧
十
川
､
十
川
､
山
田
川
で
設

定
さ
れ
て
お
り
､
内
水
面
漁
業
が
営
ま
れ
て
い
ま
す
｡

3.2.2
水
利
用
の
課
題

岩
木
川
水
系
の
水
利
用
は
か
ん
が
い
用
水
が
主
体
で
､
既
往
の
主
要
渇
水
は
､
ほ
ぼ
２
年

に
１
回
程
度
の
頻
度
で
発
生
し
て
お
り
､
土
地
改
良
区
で
番
水
制
の
実
施
､
弘
前
市
､
五
所

川
原
市
で
の
給
水
制
限
や
水
質
の
悪
化
等
の
利
水
障
害
を
起
こ
し
て
い
ま
す
｡
渇
水
時
に
は

関
係
機
関
と
調
整
し
､
適
正
な
利
水
管
理
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
｡

��
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3.3

河
川
環
境
の
現
状
と
課
題

3.3.1
自
然
環
境

○
旧
十
川
､
金
木
川

下
流
部
は
津
軽
平
野
の
水
田
地
帯
を
流
下
し
､
河
川
敷
は
主
に
ヨ
シ
群
落
・
オ
ギ
群
落
が

分
布
し
､
水
際
に
は
比
較
的
広
い
範
囲
で
帯
状
に
ヤ
ナ
ギ
低
木
群
落
や
ヤ
ナ
ギ
高
木
林
な
ど

の
木
本
類
や
マ
コ
モ
群
落
な
ど
の
湿
性
草
本
群
落
が
分
布
し
､
ま
た
､
特
定
種
で
あ
る
ホ
ソ

バ
イ
ヌ
タ
デ
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
｡
魚
介
類
で
は
､
多
様
な
淡
水
魚
や
回
遊
魚
の
ほ
か
､

汽
水
・
海
水
魚
で
あ
る
メ
ナ
ダ
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
｡

金
木
川
の
植
生
は
､
主
に
カ
ナ
ム
グ
ラ
群
落
・
オ
ギ
群
落
・
ヨ
シ
群
落
な
ど
の
草
本
類
で

占
め
ら
れ
､
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
ヤ
ナ
ギ
低
木
群
落
な
ど
の
木
本
類
が
見
ら
れ
ま
す
｡
魚
介
類

で
は
､
多
様
な
淡
水
魚
や
回
遊
魚
の
ほ
か
､
汽
水
・
海
水
魚
で
あ
る
マ
ハ
ゼ
が
確
認
さ
れ
､

ま
た
､
特
定
種
で
あ
る
ス
ナ
ヤ
ツ
メ
・
ヤ
リ
タ
ナ
ゴ
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
｡

○
十
川
河
道
内
の
植
生
は
､
下
流
部
で
は
主
に
カ
ナ
ム
グ
ラ
群
落
・
オ
ギ
群
落
・
ヨ
シ
群
落
な
ど

の
草
本
類
に
加
え
､
ヤ
ナ
ギ
や
ハ
リ
エ
ン
ジ
ュ
な
ど
の
高
木
群
落
も
広
く
分
布
し
て
い
ま
す
｡

ま
た
､
特
定
種
で
あ
る
イ
ヌ
ハ
ギ
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
｡
中
流
部
の
浪
岡
川
合
流
点
付
近

で
は
､
ヤ
ナ
ギ
や
ハ
リ
エ
ン
ジ
ュ
な
ど
の
高
木
群
落
に
よ
る
河
畔
林
や
､
特
定
種
で
あ
る
エ

ゾ
ノ
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
が
み
ら
れ
､
小
動
物
や
鳥
類
の
良
好
な
生
息
環
境
を
形
成
し
て
い
ま

す
｡
魚
介
類
で
は
､
多
様
な
淡
水
魚
や
回
遊
魚
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
､
旧
十
川
な
ど
の

圏
域
の
下
流
河
川
で
み
ら
れ
た
汽
水
・
海
水
魚
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
｡

○
後
長
根
川

下
流
部
は
､
近
年
､
河
川
整
備
が
行
わ
れ
､
両
岸
と
も
２
割
勾
配
の
護
岸
が
形
成
さ
れ
､

イ
ネ
科
の
雑
草
群
落
が
分
布
し
て
い
ま
す
｡
上
流
部
は
掘
り
込
み
河
道
で
あ
り
､
河
道
内
は

主
に
ツ
ル
ヨ
シ
群
落
が
分
布
し
､
ヤ
ナ
ギ
低
木
群
落
や
マ
コ
モ
な
ど
の
抽
水
植
物
群
落
も
み

ら
れ
ま
す
｡
河
道
沿
い
で
は
､
ヤ
ナ
ギ
高
木
群
落
に
よ
る
河
畔
林
も
見
ら
れ
ま
す
｡
魚
介
類

で
は
､
多
様
な
淡
水
魚
や
回
遊
魚
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
､
旧
十
川
な
ど
の
圏
域
の
下
流

河
川
で
み
ら
れ
た
汽
水
・
海
水
魚
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
｡

こ
の
よ
う
に
､
圏
域
内
河
川
は
､
河
道
内
に
は
ヨ
シ
群
落
や
ヤ
ナ
ギ
な
ど
の
河
畔
林
が
多
く

残
っ
て
お
り
､
多
様
な
動
植
物
の
生
息
・
生
育
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
､
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ

た
環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
｡

一
方
で
､
本
川
岩
木
川
で
は
､
在
来
種
以
外
に
､
ほ
か
の
場
所
か
ら
持
ち
込
ま
れ
､
住
み
着

い
て
し
ま
っ
た
外
来
生
物
の
動
植
物
も
生
息
し
て
い
ま
す
｡
平
成
14年
の
河
川
水
辺
の
国
勢
調

査
で
は
､
特
定
外
来
生
物
の
オ
オ
ク
チ
バ
ス
が
確
認
さ
れ
､
そ
の
後
も
生
息
域
の
拡
大
が
予
想

さ
れ
ま
す
｡
圏
域
内
河
川
で
も
､
特
定
外
来
生
物
の
オ
オ
ク
チ
バ
ス
の
他
､
要
注
意
外
来
生
物

の
タ
イ
リ
ク
バ
ラ
タ
ナ
ゴ
が
確
認
さ
れ
､
こ
れ
ら
の
オ
オ
ク
チ
バ
ス
に
代
表
さ
れ
る
外
来
生
物

の
侵
入
に
よ
り
､
在
来
種
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
｡

植
生
で
は
､
特
定
外
来
生
物
の
ア
レ
チ
ウ
リ
､
要
注
意
外
来
生
物
の
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ

ウ
､
ハ
リ
エ
ン
ジ
ュ
な
ど
の
外
来
草
本
群
落
､
木
本
群
落
が
広
く
分
布
し
､
在
来
種
の
生
育
の

阻
害
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
｡

圏
域
内
の
河
川
を
生
育
・
生
息
の
場
と
す
る
多
様
な
生
物
は
､
瀬
や
淵
､
水
際
の
植
生
な
ど
､

多
様
な
河
川
形
状
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
ま
す
｡
以
上
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
､
こ
れ
ら
の

河
川
の
多
様
な
動
植
物
の
生
息
・
生
育
の
場
を
保
全
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
｡

ま
た
､
県
で
は
河
川
環
境
に
関
連
す
る
条
例
と
し
て
｢青
森
県
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の

保
全
及
び
創
造
に
関
す
る
条
例
｣
を
制
定
し
て
お
り
､
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
が
で
き
る
限

り
自
然
の
状
態
で
維
持
さ
れ
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
､
河
川
環
境
の
保
全
に
努
め
て
い
ま
す
｡

��

18
19

【
ホ
ソ
バ
イ
ヌ
タ
デ
】
[タ
デ
目
タ
デ
属
]

・
青
森
県
：
該
当
な
し

・
環
境
省
：
絶
滅
危
惧
Ⅰ
Ｂ
類

【
イ
ヌ
ハ
ギ
】
[マ
メ
目
ハ
ギ
科
]

・
青
森
県
：
該
当
な
し

・
環
境
省
：
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

【
エ
ゾ
ノ
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
】
[バ
ラ
目
バ
ラ
科
]

・
青
森
県
：
最
重
要
希
少
野
生
生
物

・
環
境
省
：
該
当
な
し

【
ヤ
リ
タ
ナ
ゴ
】
[コ
イ
目
コ
イ
科
]

・
青
森
県
：
最
重
要
希
少
野
生
生
物

・
環
境
省
：
該
当
な
し

【
ス
ナ
ヤ
ツ
メ
】
[ヤ
ツ
メ
ウ
ナ
ギ
目
ヤ
ツ
メ
ウ
ナ
ギ
科
]

・
青
森
県
：
重
要
希
少
野
生
生
物

・
環
境
省
：
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類



平成20年１月18日 金曜日 青 森 県 報 ( )号外第２号
3.3.2

水
質

岩
木
川
の
水
質
は
､
｢生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
環
境
基
準
｣
に
よ
り
､
津
軽
大
橋
を

境
に
下
流
区
間
が
環
境
基
準
Ｂ
類
型
(B
O
D
3.0㎎

/l以
下
)
､
上
流
区
間
が
環
境
基
準
Ａ
類

型
(B
O
D
2.0㎎

/l以
下
)
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
｡
ま
た
､
圏
域
内
河
川
の
水
質
の
指
定
状

況
及
び
B
O
D
75％

値
(平
成
16年

)
は
下
表
の
と
お
り
で
､
飯
詰
ダ
ム
及
び
山
田
川
上
流

の
新
小
戸
六
ダ
ム
地
点
で
は
環
境
基
準
Ａ
類
型
を
達
成
し
て
い
ま
す
｡
し
か
し
､
山
田
川
の

下
流
地
点
で
は
､
指
定
さ
れ
た
環
境
基
準
値
を
達
成
し
て
い
ま
せ
ん
｡
ま
た
､
旧
十
川
及
び

十
川
で
は
､
本
川
岩
木
川
の
環
境
基
準
Ａ
類
型
を
達
成
し
て
い
ま
せ
ん
｡

水
質
に
つ
い
て
は
､
水
質
観
測
を
継
続
す
る
と
と
も
に
､
指
定
さ
れ
た
環
境
基
準
を
達
成

す
る
よ
う
､
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
､
流
域
全
体
で
保
全
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
｡

ま
た
､
平
成
17年
４
月
現
在
で
青
森
県
全
体
の
下
水
道
普
及
率
は
約
60％
と
な
っ
て
お
り
､

こ
れ
に
対
し
流
域
市
町
村
の
下
水
道
普
及
率
は
弘
前
市
や
藤
崎
町
で
は
約
90％
で
す
が
､
他

市
町
村
で
は
約
20％
～
60％
と
､
下
水
道
普
及
率
は
低
く
な
っ
て
い
ま
す
｡

��

20
21

河
川
名

地
点
名
称

環
境
基
準
類
型

達
成
期
間
※

B
O
D
75％
値

旧
十
川

鳴
戸
橋

－
2.5㎎

/l
金
木
川

蒔
田
橋

－
1.2㎎

/l
飯
詰
川

飯
詰
ダ
ム

Ａ
イ

0.8㎎
/l

十
川

湊
橋

－
2.3㎎

/l

山
田
川

車
力
橋

Ａ
イ

2.6㎎
/l

田
光
沼
中
央

Ａ
イ

2.4㎎
/l

新
小
戸
六
ダ
ム

Ａ
イ

1.1㎎
/l

水
質
の
指
定
状
況
及
び
B
O
D
75％

値
(平
成
17年

)

※
イ
：
直
ち
に
達
成
／
ロ
：
５
年
以
内
で
可
及
的
す
み
や
か
に
達
成

(昭
和
47年

６
月
13日

青
森
県
告
示
第
451号

､
平
成
８
年
２
月
21日

青
森
県
告
示
第
106号

)

0％
20％

40％
60％

80％
100％

8899..88％％

4488..99％％5577..00％％

5566..77％％

5555..44％％

4444..22％％

1199..00％％

弘
前
市

五
所
川
原
市

黒
石
市

つ
が
る
市

鶴
田
町

板
柳
町

中
泊
町

藤
崎
町

9966..00％％

流
域
市
町
村
別
下
水
道
等
普
及
率
(H
17.４

青
森
県
資
料
よ
り
)

岩
木
川
水
系
(五
所
川
原
圏
域
)
Ｂ
Ｏ
Ｄ
75％

値
の
推
移



平成20年１月18日 金曜日 青 森 県 報( ) 号外第２号
3.3.3

景
観

五
所
川
原
圏
域
は
､
岩
木
川
の
左
岸
側
は
､
岩
木
山
を
背
景
に
リ
ン
ゴ
園
や
水
田
が
広
が

る
津
軽
平
野
の
代
表
的
な
景
観
を
呈
し
て
い
ま
す
｡
ま
た
､
岩
木
川
の
右
岸
側
を
流
れ
る
十

川
や
旧
十
川
で
は
､
河
道
内
に
ヤ
ナ
ギ
等
の
河
畔
林
が
見
ら
れ
､
水
田
地
帯
の
中
で
は
特
徴

的
な
樹
林
帯
を
有
し
て
い
ま
す
｡

下
流
域
で
は
､
山
田
川
や
鳥
谷
川
の
緩
や
か
な
流
れ
と
と
も
に
､
河
原
に
は
十
三
湖
か
ら

続
く
広
大
な
ヨ
シ
原
が
見
ら
れ
ま
す
｡

ま
た
､
旧
十
川
の
上
流
部
な
ど
五
所
川
原
市

の
市
街
地
を
流
れ
る
区
間
で
は
､
階
段
護
岸
､

遊
歩
道
､
東
屋
等
の
親
水
施
設
(川 か

わ山 や
ま地
区
､一 ひ

と

つ
つ

谷
や

地
区
､姥 う

ば萢 や
ち地
区
等
)が
整
備
さ
れ
､
地
域

住
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
｡

こ
れ
ら
､
岩
木
山
や
周
辺
の
田
園
風
景
と
調

和
し
た
河
川
景
観
を
維
持
す
る
と
と
も
に
､
沿

川
に
存
在
す
る
街
並
み
と
調
和
の
と
れ
た
水
辺

景
観
の
形
成
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
｡

3.3.4
河
川
利
用
､
地
域
と
の
連
携

岩
木
川
で
は
､
河
川
を
基
軸
と
し
た
地
域
づ
く
り
や
河

川
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
地
域
活
動
が
行
わ
れ
る
と
と
も

に
､
岩
木
川
の
歴
史
・
文
化
・
風
土
を
伝
え
る
活
動
や
施

設
等
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
地
域
間
の
交
流
が
盛
ん

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
｡

こ
の
た
め
､
岩
木
川
流
域
の
地
域
連
携
・
交
流
の
促
進
､

河
川
環
境
保
全
意
識
の
高
揚
等
を
図
る
た
め
､
青
森
県
で

は
河
川
に
関
す
る
情
報
の
収
集
・
提
供
､
人
材
育
成
等
の

活
動
､
河
川
環
境
整
備
と
い
っ
た
地
域
づ
く
り
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
｡
水
辺
の
学
習

広
場
等
を
活
用
し
､
河
川
に
関
す
る
情
報
を
地
域
住
民
と
幅
広
く
共
有
し
､
防
災
学
習
､
河

川
利
用
に
関
す
る
安
全
教
育
､
環
境
教
育
等
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
､
住
民
参
加
に
よ
る

河
川
清
掃
､
河
川
愛
護
活
動
等
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
｡

4.
河
川
整
備
の
目
標
に
関
す
る
事
項

4.1
洪
水
に
よ
る
災
害
発
生
の
防
止
又
は
軽
減
に
関
す
る
事
項

整
備
計
画
に
お
い
て
は
河
川
整
備
基
本
方
針
に
対
す
る
当
面
の
目
標
を
定
め
､
段
階
的
な
河

川
整
備
を
行
う
こ
と
に
よ
り
､
戦
後
の
主
要
な
洪
水
と
同
規
模
の
洪
水
が
発
生
し
て
も
､
床
上

浸
水
等
の
重
大
な
家
屋
浸
水
被
害
を
防
止
す
る
と
と
も
に
､
水
田
等
農
地
に
つ
い
て
も
浸
水
被

害
の
軽
減
に
努
め
ま
す
｡

各
河
川
の
具
体
的
目
標
は
次
の
と
お
り
で
す
｡

�
旧
十
川
､
金
木
川

平
成
14年
８
月
に
発
生
し
た
洪
水
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
も
の
と
し
､
岩
木
川
合
流
点
で

910�
/sを
整
備
計
画
目
標
流
量
と
し
て
設
定
し
ま
す
｡

整
備
計
画
目
標
流
量
配
分
図
(�
/s)

�
十
川
平
成
14年
８
月
に
発
生
し
た
洪
水
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
も
の
と
し
､
岩
木
川
合
流
点
で

700�
/sを
整
備
計
画
目
標
流
量
と
し
て
設
定
し
ま
す
｡

整
備
計
画
目
標
流
量
配
分
図
(�
/s)

��

22
23

河
畔
林
(十
川
)

ヨ
シ
原
(鳥
谷
川
河
口
)

姥
萢
地
区
の
親
水
施
設

水
生
生
物
調
査
(飯
詰
川
)



平成20年１月18日 金曜日 青 森 県 報 ( )号外第２号
�
後
長
根
川

昭
和
56年
８
月
に
発
生
し
た
洪
水
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
も
の
と
し
､
岩
木
川
合
流
点
で

320�
/sを
整
備
計
画
目
標
流
量
と
し
て
設
定
し
ま
す
｡

整
備
計
画
目
標
流
量
配
分
図
(�
/s)

4.2
河
川
の
適
正
な
利
用
及
び
流
水
の
正
常
な
機
能
維
持
に
関
す
る
事
項

河
川
水
の
適
正
な
利
用
に
関
し
て
は
､
限
り
あ
る
水
資
源
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
､
水
利

用
の
合
理
化
を
進
め
､
よ
り
適
正
な
水
利
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
ま
す
｡

な
お
､
圏
域
内
河
川
に
お
け
る
流
水
の
正
常
な
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
流
量
に
つ

い
て
は
､
今
後
､
河
川
流
況
及
び
水
利
用
状
況
の
把
握
を
行
い
､
動
植
物
の
生
息
・
生
育
状
況

等
に
つ
い
て
調
査
・
検
討
を
行
い
設
定
す
る
も
の
と
し
ま
す
｡

4.3
河
川
環
境
の
整
備
と
保
全
に
関
す
る
事
項

�
動
植
物
の
生
息
・
生
育
環
境
の
保
全

岩
木
川
を
は
じ
め
､
そ
の
支
川
を
生
育
・
生
息
の
場
と
す
る
多
様
な
生
物
は
､
瀬
や
淵
､
水

際
の
植
生
な
ど
､
多
様
な
河
川
形
状
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
ま
す
｡
河
川
の
整
備
に
際
し
て
は
､

こ
れ
ら
の
河
川
の
多
様
な
動
植
物
の
生
息
・
生
育
の
場
の
保
全
､
す
み
や
か
な
回
復
を
図
り
ま

す
｡
ま
た
､
貴
重
種
に
つ
い
て
は
､
分
布
調
査
を
行
い
､
移
植
や
生
育
環
境
の
復
元
を
図
り
ま

す
｡ま
た
､
外
来
生
物
法
(
｢特
定
外
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法

律
｣
)
の
対
象
と
な
る
外
来
生
物
に
つ
い
て
は
､
必
要
に
応
じ
て
関
係
行
政
機
関
等
と
連
携
を

図
り
対
応
し
ま
す
｡

�
水
質
の
維
持
・
改
善

岩
木
川
に
流
入
す
る
河
川
の
な
か
に
は
､
B
O
D
あ
る
い
は
C
O
D
で
環
境
基
準
を
超
え
る
も

の
も
あ
り
ま
す
｡
健
全
な
水
循
環
系
を
構
築
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
､
国
､
市
町
村
な
ど
の
関

係
機
関
や
流
域
住
民
と
の
連
携
を
図
り
､
流
域
全
体
で
の
水
質
改
善
意
識
の
啓
発
な
ど
､
河
川

や
湖
沼
の
水
質
の
維
持
と
改
善
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
｡

�
良
好
な
景
観
の
維
持

岩
木
川
水
系
の
流
域
は
､
山
地
か
ら
水
田
地
帯
ま
で
の
豊
か
な
自
然
を
備
え
た
水
辺
空
間
を

有
し
て
い
る
と
い
う
特
徴
を
踏
ま
え
､
こ
の
よ
う
な
景
観
を
維
持
す
る
よ
う
努
め
ま
す
｡

�
人
と
河
川
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
の
確
保

河
川
の
持
つ
豊
か
な
自
然
を
よ
り
身
近
な
も
の
と
し
､
住
民
参
加
と
地
域
連
携
に
よ
り
､
積

極
的
に
河
川
に
ふ
れ
あ
う
場
､
環
境
学
習
が
で
き
る
場
と
な
る
よ
う
､
川
づ
く
り
に
努
め
ま
す
｡

ま
た
､
魚
類
等
の
生
息
環
境
の
保
全
や
､
下
流
部
に
位
置
す
る
岩
木
川
､
十
三
湖
に
お
け
る

現
在
の
貴
重
な
自
然
環
境
を
保
全
す
る
た
め
に
は
､
そ
の
上
流
部
の
県
管
理
区
間
に
お
け
る
自

然
環
境
の
保
全
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
｡

��

24
25
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5.
河
川
整
備
の
実
施
に
関
す
る
事
項

5.1
河
川
工
事
の
目
的
､
種
類
及
び
施
行
の
場
所
並
び
に
当
該
河
川
工
事
の
施
行
に
よ
り
設
置
さ

れ
る
河
川
管
理
施
設
の
機
能
の
概
要

5.1.1
洪
水
に
よ
る
災
害
発
生
の
防
止
又
は
軽
減
に
関
す
る
事
項

�
堤
防
整
備
､
河
道
掘
削
､
護
岸
等

流
下
断
面
を
拡
大
し
､
浸
水
被
害
の
防
止
､
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
､
下
記
の
場
所

に
お
い
て
､
堤
防
整
備
､
河
道
掘
削
､
護
岸
等
に
よ
る
河
川
改
修
を
行
い
ま
す
｡

な
お
､
護
岸
の
設
置
に
つ
い
て
は
､
河
岸
や
堤
防
の
欠
壊
を
防
ぐ
た
め
に
必
要
な
範
囲
の

み
に
設
置
す
る
こ
と
と
し
､
構
造
に
つ
い
て
も
､
早
期
に
植
生
が
回
復
す
る
な
ど
自
然
に
配

慮
し
た
タ
イ
プ
の
護
岸
を
採
用
し
ま
す
｡

河
川
工
事
の
施
行
場
所

�
堤
防
の
質
的
整
備

既
存
の
堤
防
に
お
い
て
､
堤
防
の
内
部
構
造
が
不
明
確
な
場
合
も
あ
り
､
構
造
物
と
し
て

の
信
頼
性
が
必
ず
し
も
高
く
な
い
場
合
が
あ
る
た
め
､
こ
れ
ま
で
の
高
さ
や
幅
等
の
量
的
整

備
(堤
防
断
面
確
保
)
に
加
え
､
質
的
整
備
と
し
て
､
浸
透
に
対
す
る
安
全
性
の
点
検
を
行

い
､
安
全
性
が
確
保
さ
れ
な
い
堤
防
に
お
い
て
は
､
強
化
対
策
を
図
り
､
質
的
量
的
と
も
に

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
堤
防
整
備
を
推
進
し
ま
す
｡

な
お
､
具
体
的
な
整
備
区
間
に
つ
い
て
は
､
堤
防
の
詳
細
点
検
を
実
施
し
た
上
で
決
定
し

ま
す
｡

岩
木
川
水
系
(五
所
川
原
圏
域
)
整
備
事
業
位
置
図
(整
備
計
画
対
象
区
域
)

��

26
27

河
川
名

施
行
場
所

施
行
延
長

施
行
内
容

旧
十
川

岩
木
川
合
流
点
～

指
定
区
間
上
流
端

14.9㎞
堤
防
整
備
､
河
道
掘
削
､
護
岸

金
木
川

旧
十
川
合
流
点
～
鉄
道
橋

2.7㎞
堤
防
整
備
､
河
道
掘
削
､
護
岸

十
川

岩
木
川
合
流
点
～
Ｊ
Ｒ
橋

20.4㎞
堤
防
整
備
､
河
道
掘
削
､
護
岸

後
長
根
川

月
夜
見
橋
～
葛
原
橋

8.8㎞
堤
防
整
備
､
河
道
掘
削
､
護
岸



平成20年１月18日 金曜日 青 森 県 報 ( )号外第２号
�
旧
十
川

旧
十
川
で
は
､
流
下
能
力
が
不
足
し
て
い
る
飯
詰
川
合
流
点
下
流
～
松
野
木
川
合
流
点
ま

で
の
区
間
(9.0㎞

)
に
つ
い
て
､
河
道
拡
幅
・
河
床
掘
削
を
行
い
ま
す
｡
ま
た
､
金
木
川

で
は
､
流
下
能
力
が
不
足
し
て
い
る
旧
十
川
合
流
点
～
鉄
道
橋
ま
で
の
区
間
(2.7㎞

)
に

つ
い
て
､
堤
防
整
備
､
河
道
掘
削
､
護
岸
等
を
行
い
ま
す
｡

整
備
事
業
位
置
図
(旧
十
川
)

旧
十
川
代
表
横
断
図

金
木
川
代
表
横
断
図

�
十
川
流
下
能
力
が
不
足
し
て
い
る
花
菖
蒲
橋
～
Ｊ
Ｒ
橋
ま
で
の
区
間
(18.4㎞

)
に
つ
い
て
､

堤
防
整
備
､
河
道
掘
削
､
護
岸
等
を
行
い
ま
す
｡

整
備
事
業
位
置
図
(十
川
)

十
川
代
表
横
断
図

��
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平成20年１月18日 金曜日 青 森 県 報( ) 号外第２号
�
後
長
根
川

流
下
能
力
が
不
足
し
て
い
る
西
館
橋
～
葛
原
橋
ま
で
の
区
間
(2.5㎞

)
に
つ
い
て
､
堤

防
整
備
､
河
道
掘
削
､
護
岸
等
を
行
い
ま
す
｡

整
備
事
業
位
置
図

後
長
根
川
代
表
横
断
図

5.1.2
河
川
環
境
の
整
備
と
保
全
に
関
す
る
事
項

�
良
好
な
河
川
環
境
の
保
全
､
創
造

県
で
は
､
｢青
森
県
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保
全
及
び
創
造
に
関
す
る
条
例
｣
を
制

定
し
て
お
り
､
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
が
で
き
る
限
り
自
然
の
状
態
で
維
持
さ
れ
る
こ
と

を
基
本
と
し
､
保
全
地
域
の
指
定
､
保
全
計
画
の
策
定
を
行
っ
た
上
で
､
本
条
例
に
基
づ
く

各
種
施
策
を
推
進
し
ま
す
｡

＜
主
な
施
策
＞

○
森
と
川
と
海
の
一
体
的
な
保
全
・
創
造
を
推
進

郷
土
樹
種
の
植
栽
､
動
植
物
の
生
息
地
等
の
保
全
､
人
と
自
然
と
の
豊
か
な
触
れ
合
い

の
確
保
等
を
考
慮
し
た
森
と
川
と
海
の
一
体
的
な
整
備
を
推
進
し
ま
す
｡

○
啓
発
森
と
川
と
海
の
つ
な
が
り
や
人
の
生
活
と
の
関
わ
り
な
ど
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る

た
め
､
学
習
の
機
会
の
提
供
な
ど
を
行
い
ま
す
｡

○
ふ
る
さ
と
環
境
守
人
(も
り
と
)

ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保
全
及
び
創
造
に
つ
い
て
理
解
と
熱
意
が
あ
る
方
を
｢ふ

る
さ
と
環
境
守
人
｣
と
し
て
委
嘱
し
､
巡
視
活
動
や
啓
発
活
動
等
を
行
っ
て
頂
き
ま
す
｡

○
民
間
団
体
等
の
自
発
的
な
活
動
の
促
進

森
や
川
や
海
に
お
け
る
民
間
団
体
の
活
動
や
連
携
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
に
､
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
等
の
情
報
､
交
流
の
場
の
提
供
､
川
に
お
け
る
環
境
教
育
に
対
す
る
支
援
措
置
等

を
講
じ
ま
す
｡
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平成20年１月18日 金曜日 青 森 県 報 ( )号外第２号
�
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
事
業
の
実
施

河
川
工
事
の
実
施
に
際
し
て
は
､
動
植
物
の
生
息
・
生
育
環
境
に
可
能
な
限
り
配
慮
す
る

も
の
と
し
､
河
道
内
の
植
生
が
回
復
し
や
す
い
よ
う
可
能
な
限
り
土
羽
の
断
面
と
す
る
他
､

魚
類
な
ど
の
産
卵
場
所
と
な
る
水
草
が
生
息
で
き
る
よ
う
､
自
然
の
底
質
を
維
持
し
ま
す
｡

ま
た
､
動
植
物
の
生
息
に
配
慮
し
て
､
現
況
の
川
幅
程
度
の
低
々
水
路
を
設
置
し
ま
す
｡

河
川
工
事
に
伴
い
､
既
設
の
堰
・
頭
首
工
を
改
築
す
る
必
要
が
生
じ
る
場
合
は
､
魚
類
の

遡
上
を
妨
げ
な
い
た
め
､
魚
道
を
設
置
し
ま
す
｡

な
お
､
工
事
に
あ
た
っ
て
は
､
動
植
物
の
生
息
・
生
育
環
境
を
踏
ま
え
､
自
然
環
境
へ
の

影
響
が
軽
減
さ
れ
る
よ
う
､
そ
の
施
工
時
期
・
施
工
範
囲
に
配
慮
し
ま
す
｡

�
水
質
の
維
持
・
改
善

岩
木
川
の
水
質
は
近
年
改
善
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
､
渇
水
時
に
は
環
境
基
準
値
を
上
回
る

こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
｡
今
後
は
､
動
植
物
の
良
好
な
生
育
･生
息
環
境
を
保
全
す
る
た
め
､

流
域
に
お
け
る
下
水
道
整
備
を
含
む
生
活
排
水
対
策
等
の
関
連
事
業
や
国
､
市
町
村
等
と
の

連
携
･調
整
､
住
民
と
の
連
携
･協
働
に
よ
り
､
水
質
改
善
の
啓
発
を
行
い
､
水
質
負
荷
対
策

等
の
推
進
に
努
め
ま
す
｡

�
景
観
岩
木
山
な
ど
と
調
和
し
た
景
観
の
保
全
､
沿
川
に
存
在
す
る
街
並
み
や
田
園
風
景
と
調
和

し
た
水
辺
空
間
を
保
全
す
る
た
め
､
河
川
工
事
に
よ
る
景
観
の
改
変
を
極
力
少
な
く
す
る
よ

う
努
め
ま
す
｡

5.2
河
川
の
維
持
の
目
的
及
び
種
類

5.2.1
河
川
の
維
持
の
基
本
と
な
る
べ
き
事
項

維
持
管
理
に
つ
い
て
は
､
河
川
特
性
等
を
考
慮
し
､
洪
水
等
に
よ
る
災
害
の
防
止
・
軽
減
､

河
川
の
流
下
能
力
の
維
持
に
努
め
､
動
植
物
の
生
育
・
生
息
環
境
へ
の
影
響
を
考
慮
し
､
河

川
の
適
正
な
利
用
､
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
及
び
河
川
環
境
の
保
全
と
維
持
の
た
め
､

河
川
の
利
用
者
及
び
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
住
民
の
協
力
を
得
な
が
ら
適
切
な
維

持
管
理
を
行
う
も
の
と
し
ま
す
｡

5.2.2
河
川
の
維
持
の
目
的
､
種
類

�
河
道
の
維
持

河
川
の
流
下
能
力
の
維
持
の
た
め
､
阻
害
と
な
る
堆
積
土
砂
･草
木
に
つ
い
て
は
､
必
要

に
応
じ
て
適
宜
こ
れ
ら
の
除
去
及
び
伐
採
を
行
う
も
の
と
し
ま
す
｡
た
だ
し
､
実
施
に
際
し

て
は
自
然
環
境
に
配
慮
し
生
物
の
生
育
･生
息
し
や
す
い
水
辺
空
間
の
確
保
を
考
慮
し
ま
す
｡

�
河
川
管
理
施
設
の
維
持
管
理

ダ
ム
､
堤
防
､
護
岸
､
排
水
樋
管
等
の
河
川
管
理
施
設
に
つ
い
て
機
能
を
維
持
す
る
た
め
､

定
期
的
な
河
川
巡
視
を
行
い
こ
れ
ら
の
施
設
に
つ
い
て
異
常
の
有
無
に
つ
い
て
確
認
し
､
必

要
に
応
じ
て
適
宜
対
策
を
講
じ
ま
す
｡

�
河
川
環
境
管
理
の
推
進

河
川
の
利
活
用
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
､
地
域
住
民
か
ら
河
川
の
親
し
み
や

す
さ
や
快
適
性
な
ど
の
現
状
を
評
価
し
て
頂
く
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
｡
ま
た
､
ゴ
ミ
等
の

不
法
投
棄
の
防
止
の
た
め
､
定
期
的
に
河
川
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
､
河
川
愛
護
団
体
･地

域
住
民
と
連
携
・
協
調
し
な
が
ら
良
好
な
水
環
境
の
保
全
に
努
め
ま
す
｡

＜
地
域
住
民
か
ら
河
川
の
評
価
を
し
て
頂
く
取
り
組
み
の
事
例
＞

��
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平成20年１月18日 金曜日 青 森 県 報( ) 号外第２号
5.2.3

危
機
管
理
体
制
の
整
備
､
強
化

�
洪
水
時
の
対
応

圏
域
内
の
｢洪
水
予
報
河
川
｣
で
は
､
洪
水
予
測
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
出
水
の
状
況
を
予
測

し
､
青
森
地
方
気
象
台
と
共
同
で
洪
水
予
報
の
迅
速
な
発
令
を
行
い
､
ま
た
､
｢水
位
周
知

河
川
｣
に
お
い
て
水
位
が
避
難
の
一
つ
の
目
安
で
あ
る
｢避
難
判
断
水
位
｣
に
達
し
た
場
合

は
､
地
域
住
民
に
そ
の
周
知
を
行
う
こ
と
に
し
ま
す
｡

圏
域
内
河
川
の
指
定
状
況

ま
た
､
洪
水
時
･災
害
時
は
､
迅
速
な
避
難
行
動
を
支
援
す
る
た
め
､
河
川
情
報
(降
雨

量
,水
位
等
)
や
防
災
情
報
(浸
水
状
況
,避
難
情
報
等
)
の
収
集
を
行
い
､
速
や
か
に
関
係

機
関
及
び
地
元
住
民
に
向
け
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
に
よ
る
情
報
提
供
を
行
い
ま

す
｡

�
水
質
事
故
の
対
応

水
質
事
故
が
発
生
し
た
際
に
は
､
｢岩
木
川
水
系
水
質
汚
濁
対
策
連
絡
協
議
会
｣
を
構
成

す
る
市
町
村
や
関
係
機
関
と
連
携
の
上
､
早
期
発
見
､
適
正
な
対
処
に
努
め
ま
す
｡

�
渇
水
時
の
対
応

渇
水
時
に
お
い
て
は
､
｢岩
木
川
水
系
渇
水
情
報
連
絡
会
｣
を
通
じ
て
､
河
川
管
理
者
､

利
水
管
理
者
間
が
連
携
し
､
情
報
交
換
や
利
水
者
相
互
間
の
水
融
通
を
行
う
な
ど
の
渇
水
調

整
を
行
い
､
渇
水
被
害
の
軽
減
を
図
り
ま
す
｡

6.
住
民
参
加
と
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
川
づ
く
り

6.1
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
川
づ
く
り
の
考
え
方

�
連
携
に
よ
る
川
づ
く
り
の
背
景

川
は
古
く
か
ら
､
漁
業
や
舟
運
､
水
利
用
､
行
事
な
ど
地
域
住
民
の
生
活
と
密
着
し
た
場
と

し
て
存
在
し
て
い
ま
し
た
｡
社
会
の
産
業
経
済
の
発
展
や
交
通
な
ど
の
社
会
基
盤
整
備
の
進
捗
・

高
速
化
に
伴
い
､
川
を
直
接
的
に
生
活
の
糧
と
し
た
産
業
や
舟
運
な
ど
は
衰
退
し
つ
つ
あ
る
一

方
､
川
の
持
つ
自
然
環
境
の
保
全
や
水
質
改
善
､
川
を
利
用
し
た
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
へ
の
関
心
は

高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
｡
地
域
の
個
性
や
活
力
､
歴
史
・
文
化
が
実
感
で
き
る
川
づ
く
り
の
た

め
に
は
､
河
川
管
理
者
だ
け
で
な
く
､
川
を
利
用
す
る
地
域
住
民
が
､
継
続
的
に
川
に
関
心
を

持
ち
､
主
体
的
に
参
加
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
｡

ま
た
､
洪
水
に
よ
る
氾
濫
に
対
し
て
は
､
地
域
住
民
が
主
体
的
に
水
防
活
動
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
､
堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
整
備
に
よ
る
洪
水
被
害
の
減
少
に
伴
い
地
域
住
民
の
防
災
意
識

の
低
下
が
懸
念
さ
れ
ま
す
｡
異
常
洪
水
な
ど
施
設
整
備
の
能
力
を
上
回
る
洪
水
に
対
処
す
る
た

め
に
は
河
川
管
理
者
の
み
な
ら
ず
､
地
域
住
民
が
普
段
か
ら
防
災
意
識
を
持
つ
こ
と
が
不
可
欠

で
す
｡
岩
木
川
水
系
で
は
､
洪
水
や
渇
水
等
に
よ
る
被
害
を
軽
減
し
､
地
域
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
基
盤
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
､
自
然
豊
か
な
環
境
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
川
づ
く

り
を
住
民
参
加
と
地
域
と
の
連
携
に
よ
り
進
め
て
行
き
ま
す
｡

｢岩
木
川
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
(平
成
18年
７
月
)
｣
で
は
､
河
川
で
の
住
民
活
動

に
対
し
て
高
い
必
要
性
を
認
識
し
て
い
る
も
の
の
､
現
状
は
十
分
な
住
民
活
動
が
行
わ
れ
て
い

る
と
は
言
え
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
｡

こ
の
た
め
､
地
域
住
民
が
参
加
・
活
動
し
や
す
い
環
境
の
整
備
や
多
く
の
機
会
を
つ
く
る
た

め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
｡

図
６
� １

岩
木
川
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
(平
成
18年

７
月
)
結
果

��
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)
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流
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十
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本
郷
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流
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)

浪
岡
川
(十
川
合
流
点
～
正
平
津
川
合
流
点
)

後
長
根
川
(岩
木
川
合
流
点
～
宮
地
橋
)
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川
行
政
に
対
す
る
住
民
活
動
の
必
要
性
】



平成20年１月18日 金曜日 青 森 県 報 ( )号外第２号
�
岩
木
川
水
系
に
お
け
る
住
民
参
加
と
地
域
連
携
の
考
え
方

岩
木
川
水
系
に
お
け
る
住
民
参
加
と
地
域
連
携
を
図
る
た
め
に
は
､
地
域
住
民
に
と
っ
て
よ

り
親
し
み
や
す
い
身
近
な
川
か
ら
の
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
｡
地
域
住
民
が
川

づ
く
り
に
参
加
し
や
す
い
身
近
な
川
で
の
活
動
を
基
盤
と
し
､
そ
れ
ぞ
れ
が
連
携
・
協
働
し
な

が
ら
身
近
な
川
か
ら
地
域
の
川
そ
し
て
岩
木
川
全
体
へ
と
活
動
が
広
が
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
｡

ま
た
､
住
民
参
加
に
あ
た
っ
て
は
地
域
住
民
が
日
頃
関
心
を
持
っ
て
い
る
自
然
環
境
や
水
質
・

レ
ジ
ャ
ー
な
ど
身
近
で
日
常
生
活
に
関
連
し
た
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
｡

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
河
川
に
対
す
る
関
心
と
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
で
､
洪
水

被
害
の
防
止
や
渇
水
対
応
な
ど
非
日
常
的
な
事
態
に
対
応
す
る
住
民
活
動
の
発
展
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
｡

継
続
的
か
つ
活
発
な
地
域
住
民
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
､
国
や
関
係
市
町
村
､
関
係

機
関
な
ど
と
連
携
し
､
施
設
の
維
持
管
理
や
各
種
情
報
の
提
供
等
を
図
っ
て
い
き
ま
す
｡

図
６
� ２

住
民
参
加
と
地
域
連
携
概
念
図

�
住
民
参
加
と
地
域
連
携
の
進
め
方

住
民
参
加
と
地
域
連
携
を
進
め
る
た
め
に
､
計
画
(活
動
の
目
標
設
定
)
､
実
践
､
評
価
(モ

ニ
タ
リ
ン
グ
)
､
見
直
し
(フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
)を
一
連
の
サ
イ
ク
ル
と
し
た
活
動
プ
ラ
ン
を

地
域
と
連
携
し
て
作
成
し
ま
す
｡
ま
た
､
地
域
活
動
や
行
政
活
動
の
報
告
会
な
ど
を
実
施
し
地

域
住
民
間
や
行
政
と
地
域
間
の
情
報
交
換
を
図
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
｡

地
域
住
民
の
持
続
的
な
活
動
を
支
援
す
る
体
制
と
し
て
､
国
・
県
・
市
町
村
の
行
政
間
が
連

携
し
､
活
動
の
場
や
現
状
や
評
価
な
ど
の
必
要
な
情
報
等
の
提
供
､
広
報
な
ど
の
活
動
支
援
を

行
い
ま
す
｡

図
６
� ３

住
民
参
加
と
地
域
連
携
の
進
め
方
概
念
図
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平成20年１月18日 金曜日 青 森 県 報( ) 号外第２号
6.2

地
域
の
参
加
と
協
働
を
実
施
す
る
内
容

�
自
然
環
境
に
関
す
る
内
容

①
水
質
の
改
善

岩
木
川
流
域
の
河
川
に
は
水
路
の
水
､
排
水
路
等
を
通
じ
て
流
入
す
る
生
活
雑
排
水
､
産

業
排
水
な
ど
様
々
な
水
が
流
れ
込
ん
で
き
ま
す
｡
岩
木
川
流
域
の
水
質
を
改
善
し
て
い
く
た

め
に
は
流
域
全
体
で
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
｡
そ
の
た
め
､
河
川
管
理
者
を
は
じ
め
下
水

道
事
業
者
な
ど
の
関
係
機
関
や
地
域
住
民
が
連
携
し
た
流
域
全
体
で
の
活
動
に
つ
な
げ
る
た

め
の
情
報
提
供
を
実
施
し
ま
す
｡

②
河
川
美
化

河
川
が
地
域
住
民
の
共
通
財
産
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
も
と
に
､
河
川
に
つ
い
て
理
解
と

関
心
を
高
め
､
良
好
な
河
川
環
境
の
保
全
・
再
生
を
積
極
的
に
推
進
し
､
河
川
愛
護
に
つ
い

て
広
く
地
域
住
民
に
周
知
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
｡

こ
の
た
め
､
河
川
愛
護
活
動
を
行
っ
て
い
る
地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
を
支
援

す
る
取
り
組
み
を
引
き
続
き
実
施
し
､
住
民
参
加
に
よ
る
河
川
清
掃
や
河
川
愛
護
活
動
の
推

進
を
図
り
ま
す
｡

ま
た
､
河
川
管
理
者
は
川
を
適
切
に
維
持
す
る
た
め
､
河
川
巡
視
や
点
検
を
行
っ
て
い
ま

す
が
､
県
が
管
理
す
る
河
川
延
長
は
長
く
､
普
段
か
ら
川
を
利
用
し
て
い
る
地
域
住
民
か
ら

の
情
報
提
供
が
不
可
欠
で
す
｡
今
後
と
も
ゴ
ミ
な
ど
の
不
法
投
棄
､
河
川
の
流
水
や
施
設
に

関
す
る
異
常
な
ど
に
つ
い
て
､
普
段
か
ら
川
を
利
用
し
て
い
る
地
域
住
民
と
連
携
し
た
維
持

管
理
に
努
め
ま
す
｡〈
高
校
生
に
よ
る
河
川
愛
護
活
動
の
事
例
(十
川
)
〉

�
河
川
利
用
に
関
す
る
内
容

○
河
川
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
の
活
用
､
管
理

既
に
整
備
さ
れ
て
い
る
河
川
と
の
触
れ
合
い
の
場
､
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施

設
等
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
､
関
係
市
町
村
や
利
用
者
・
地
域
住
民
と
協
働
し
た
利
活
用

や
維
持
管
理
等
を
行
い
ま
す
｡

�
地
域
と
連
携
し
た
防
災
対
策
に
関
す
る
内
容

河
川
の
整
備
が
途
中
段
階
で
施
設
能
力
を
上

回
る
洪
水
に
対
し
て
は
､
河
川
管
理
者
だ
け
で

の
対
応
で
は
不
十
分
で
あ
り
､
関
係
市
町
村
や

水
防
団
さ
ら
に
は
地
域
住
民
と
一
体
と
な
っ
た

対
応
が
必
要
で
す
｡
ま
た
､
洪
水
被
害
の
減
少

に
伴
い
､
人
々
の
洪
水
に
対
す
る
危
機
意
識
の

低
下
が
進
ん
で
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
｡
こ

の
よ
う
な
状
況
の
下
､
災
害
被
害
を
防
止
・
軽

減
す
る
た
め
に
は
､
地
域
住
民
一
人
一
人
の
防

災
意
識
の
向
上
を
図
り
､
洪
水
時
の
迅
速
か
つ

的
確
な
水
防
活
動
及
び
警
戒
・
避
難
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
｡

こ
の
た
め
､
平
時
か
ら
地
域
住
民
に
水
防
活

動
及
び
警
戒
・
避
難
に
関
す
る
防
災
情
報
の
提

供
を
行
う
と
と
も
に
､
市
町
村
が
作
成
す
る
洪

水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
基
礎
資
料
と
な
る
｢浸

水
想
定
区
域
図
｣
の
作
成
を
推
進
し
ま
す
｡
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平成20年１月18日 金曜日 青 森 県 報 ( )号外第２号
6.3

地
域
と
の
連
携
と
参
加
を
促
進
す
る
取
り
組
み

�
広
報
活
動
の
推
進

河
川
と
生
活
の
結
び
つ
き
が
希
薄
に
な
っ
た
現
在
､
ま
ず
川
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

か
ら
始
め
､
地
域
の
川
に
対
す
る
関
心
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
｡

そ
の
た
め
に
は
情
報
発
信
と
と
も
に
広
報
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
､
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
通
し
て
各
種
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
､
地
域
住
民
か

ら
河
川
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
頂
く
､
情
報
の
双
方
向
化
を
促
進
し
ま
す
｡

�
学
習
・
教
育
の
場
の
提
供

岩
木
川
に
お
け
る
住
民
参
加
や
地
域
連
携
を
深
め
る
た
め
､
自
然
体
験
や
水
質
調
査
な
ど
学

校
教
育
と
連
携
し
た
環
境
学
習
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
｡

ま
た
､
岩
木
川
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
環
境
学
習
は
､
岩
木
川
の
流
れ
が
生
み
出
し
た
良
好

な
河
川
景
観
を
保
全
し
､
多
様
な
動
植
物
の
生
息
・
生
育
す
る
豊
か
な
自
然
環
境
を
次
代
に
引

き
継
ぐ
た
め
に
も
重
要
で
す
｡

河
川
に
お
け
る
安
全
で
楽
し
い
活
動
を
普
及
さ
せ
る
た
め
に
は
､
川
の
危
険
性
を
正
し
く
理

解
し
伝
え
ら
れ
る
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
た
指
導
者
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
､
指
導
者
を
育
成

す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
る
ほ
か
､
学
校
関
係
者
､
市
町
村
と
の
連
携
を
積
極
的
に
進
め

ま
す
｡

＜
水
生
生
物
調
査
に
よ
る
簡
易
な
水
質
判
定
＞

＜
川
の
体
験
指
導
者
講
習
会
開
催
状
況
＞

岩
木
川
水
系
河
川
整
備
計
画

(指
定
区
間
：
弘
前
圏
域
)

平
成
20
年
１
月

青
森

県

��
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平成20年１月18日 金曜日 青 森 県 報( ) 号外第２号

岩
木
川
水
系
河
川
整
備
計
画
(指
定
区
間
：
弘
前
圏
域
)
目
次

頁
1.

計
画
の
基
本
的
な
考
え
方

1
2.

流
域
及
び
河
川
の
概
要

6
2.1

流
域
及
び
河
川
の
概
要

6
2.2

自
然
環
境
及
び
社
会
環
境

7
2.2.1

自
然
環
境

7
2.2.2

社
会
環
境

10
2.2.3

歴
史
・
文
化
財
な
ど

12
3.

圏
域
の
現
状
と
課
題

15
3.1

治
水
の
現
状
と
課
題

15
3.1.1

主
な
洪
水
被
害

15
3.1.2

治
水
の
現
状
と
課
題

15
3.2

利
水
の
現
状
と
課
題

17
3.2.1

水
利
用
の
現
状

17
3.2.2

水
利
用
の
課
題

17
3.3

河
川
環
境
の
現
状
と
課
題

18
3.3.1

自
然
環
境

18
3.3.2

水
質

19
3.3.3

景
観

22
3.3.4

河
川
利
用
､
地
域
と
の
連
携

23
4.

河
川
整
備
計
画
の
目
標
に
関
す
る
事
項

25
4.1

洪
水
に
よ
る
災
害
発
生
の
防
止
ま
た
は
軽
減
に
関
す
る
事
項

25
4.2

河
川
の
適
正
な
利
用
及
び
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
に
関
す
る
事
項

26
4.3

河
川
環
境
の
整
備
と
保
全
に
関
す
る
事
項

27
5.

河
川
整
備
の
実
施
に
関
す
る
事
項

28
5.1

河
川
工
事
の
目
的
・
種
類
及
び
施
工
の
場
所

並
び
に
当
該
河
川
工
事
の
施
工
に
よ
り
設
置
さ
れ
る
河
川
管
理
施
設
の
概
要

28
5.1.1

洪
水
に
よ
る
災
害
発
生
の
防
止
又
は
軽
減
に
関
す
る
事
項

28
5.1.2

河
川
環
境
の
整
備
と
保
全
に
関
す
る
事
項

32
5.2

河
川
の
維
持
の
目
的
及
び
種
類

34
5.2.1

河
川
の
維
持
の
基
本
と
な
る
べ
き
事
項

34
5.2.2

河
川
の
維
持
の
目
的
､
種
類

34
5.2.3

危
機
管
理
体
制
の
整
備
・
強
化

35
6.

住
民
参
加
と
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
川
づ
く
り

36
6.1

地
域
と
の
連
携
に
よ
る
川
づ
く
り
の
考
え
方

36
6.2

地
域
の
参
加
と
協
働
を
実
施
す
る
内
容

39
6.3

地
域
と
の
連
携
と
参
加
を
促
進
す
る
取
り
組
み

41

1.
計
画
の
基
本
的
な
考
え
方

�
計
画
の
趣
旨

｢岩
木
川
水
系
河
川
整
備
計
画
(弘
前
圏
域
：
指
定
区
間
)
｣
は
､
河
川
法
の
三
つ
の
目
的
で

あ
る
１
)
洪
水
､
高
潮
等
に
よ
る
災
害
発
生
の
防
止

２
)
河
川
の
適
正
利
用
と
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持

３
)
河
川
環
境
の
整
備
と
保
全

が
総
合
的
に
達
成
で
き
る
よ
う
､
河
川
法
第
16条

に
基
づ
き
､
平
成
17年

５
月
に
策
定
さ
れ
た

｢岩
木
川
水
系
河
川
整
備
基
本
方
針
｣
に
沿
っ
て
､
河
川
法
第
16条
の
二
に
基
づ
き
､
当
面
実
施

す
る
河
川
工
事
の
目
的
､
種
類
､
場
所
等
の
具
体
的
事
項
を
示
す
法
定
計
画
を
定
め
る
も
の
で
す
｡

本
計
画
は
､
岩
木
川
水
系
に
お
け
る
各
河
川
の
特
性
を
踏
ま
え
､
安
全
で
安
心
で
き
､
う
る
お

い
の
あ
る
美
し
い
川
づ
く
り
と
､
流
域
の
風
土
・
文
化
等
を
活
か
し
た
河
川
整
備
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
｡

�
計
画
の
基
本
理
念

岩 い
わ木

き

川 が
わは
､
青
森
県
西
部
の
日
本
海
側
に
位
置
し
､
青
森
・
秋
田
県
境
の
白 し
ら神 か

み山
地
の
雁 が
ん森 も

り岳
(標
高
987ｍ

)
に
そ
の
源
を
発
し
､
弘 ひ
ろ前 さ

き市
付
近
で
流
れ
を
北
に
変
え
､
平 ひ
ら川
､
十
と

川
､
旧 き
ゅ
う十
と

川
等
の
支
川
を
合
わ
せ
て
津
つ

軽 が
る平
野
を
貫
流
し
､
十 じ
ゅ
う三 さ

ん湖
こ

に
至
り
日
本
海
に
注
ぐ
､
幹
線
流
路
延

長
102㎞

､
流
域
面
積
2,540�

の
一
級
河
川
で
す
｡

こ
の
岩
木
川
水
系
を
地
域
特
性
か
ら
２
圏
域
に
区
分
し
､
岩
木
川
水
系
の
上
流
部
に
あ
た
る
本

弘
前
圏
域
は
､
弘
前
市
､
黒 く
ろ石 い

し市
､
平 ひ
ら川 か

わ市
､
大 お
お鰐 わ

に町
､
西 に
し目

め

屋
や

村
､
田
い

舎 な
か館 だ

て村
の
３
市
１
町
２

村
か
ら
な
り
､
岩
木
川
と
そ
の
支
川
で
あ
る
平
川
､
浅
あ

瀬
せ

石 い
し川
等
が
流
下
し
て
い
ま
す
｡

弘
前
圏
域
の
治
水
対
策
は
､
昭
和
21年
に
平
川
に
お
い
て
県
事
業
と
し
て
本
格
的
な
治
水
事
業

に
着
手
し
ま
し
た
｡
以
来
60有
余
年
が
経
過
し
､
こ
の
間
継
続
し
て
洪
水
被
害
の
軽
減
を
目
的
と

し
た
河
川
整
備
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
が
､未
だ
整
備
途
上
に
あ
る
た
め
､戦
後
の
主
要
な
洪
水
と

同
規
模
の
洪
水
が
発
生
し
た
と
き
は
甚
大
な
浸
水
被
害
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
｡
ま
た
､
県

管
理
区
間
に
は
集
中
豪
雨
の
影
響
を
受
け
や
す
い
中
小
河
川
が
多
い
こ
と
か
ら
､
流
域
に
お
け
る

遊
水
機
能
の
保
全
を
図
り
､
洪
水
が
発
生
し
た
場
合
の
浸
水
被
害
を
軽
減
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
｡

維
持
管
理
の
面
で
は
､
洪
水
時
に
お
け
る
危
機
管
理
へ
の
対
応
､
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど

河
川
の
維
持
管
理
を
取
り
巻
く
状
況
も
変
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
､
河
川
の
特
性
に
応
じ
た
よ
り

効
果
的
な
維
持
管
理
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
｡

環
境
面
で
は
､河
道
内
に
は
ヨ
シ
群
落
や
ヤ
ナ
ギ
な
ど
の
河
畔
林
が
多
く
残
っ
て
お
り
､多
様
な

動
植
物
の
生
息
・
生
育
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
､
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
｡

そ
の
た
め
､
流
域
の
豊
か
な
自
然
環
境
､
多
様
な
生
態
系
を
守
っ
て
い
く
と
と
も
に
､
岩
木
川

水
系
の
良
好
な
河
川
環
境
や
河
川
景
観
の
保
全
・
創
出
に
配
慮
し
た
河
川
整
備
が
望
ま
れ
ま
す
｡
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平成20年１月18日 金曜日 青 森 県 報 ( )号外第２号
な
お
､
青
森
県
で
は
平
成
13年
12月
に
｢青
森
県
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保
全
及
び
創
造

に
関
す
る
条
例
｣
を
制
定
し
て
お
り
､
森
・
川
・
海
を
農
林
水
産
業
等
の
生
産
活
動
や
地
域
文
化

を
形
成
す
る
基
盤
と
し
て
位
置
づ
け
､
県
民
の
参
加
の
下
に
こ
れ
を
一
体
的
に
保
全
､
創
造
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
｡

ま
た
､
人
と
河
川
と
の
か
か
わ
り
､
ふ
れ
あ
い
の
場
を
適
切
に
整
備
・
保
全
し
て
い
く
こ
と
や
､

河
川
愛
護
団
体
等
流
域
の
様
々
な
団
体
間
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
構
築
す
る
こ
と
な
ど
､
河
川

を
軸
と
し
た
参
加
と
連
携
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
｡

こ
れ
ら
岩
木
川
を
取
り
巻
く
現
状
を
踏
ま
え
､
以
下
の
３
つ
の
基
本
理
念
を
整
備
計
画
の
柱
と

し
て
､
関
係
機
関
や
地
域
住
民
と
の
情
報
の
共
有
､
連
携
の
強
化
を
図
り
つ
つ
､
治
水
､
利
水
､

環
境
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
施
策
を
展
開
し
ま
す
｡

�
計
画
対
象
区
間

本
計
画
の
対
象
区
間
は
､
岩
木
川
水
系
弘
前
圏
域
の
う
ち
青
森
県
知
事
が
管
理
す
る
区
間
と
し

ま
す
｡(河
川
の
位
置
は
５
ペ
ー
ジ
を
参
照
)

��

２
３

◆
安
全
・
安
心
の
川
づ
く
り

過
去
の
水
害
や
渇
水
の
歴
史
を
踏
ま
え
､
人
々
が
安
全

に
生
活
し
､
安
心
し
て
水
の
利
用
が
で
き
る
川
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
｡

ま
た
､
各
河
川
の
特
性
を
踏
ま
え
た
継
続
的
・
効
率
的

な
河
川
の
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
｡

昭
和
50年

８
月
洪
水
(土
淵
川
)

◆
豊
か
な
自
然
環
境
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
川
づ
く
り

各
河
川
の
持
つ
豊
か
な
自
然
環
境
や
美
し
い
河
川
景
観
を

保
全
・
創
出
し
､
風
土
に
培
わ
れ
た
文
化
と
と
も
に
､
次
の

世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
の
出
来
る
川
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
｡

ま
た
､｢青
森
県
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保
全
及
び
創
造
に

関
す
る
条
例
｣に
基
づ
き
､県
民
の
参
加
の
下
に
ふ
る
さ
と
の

森
と
川
と
海
を
一
体
的
に
保
全
､創
造
す
る
こ
と
と
し
ま
す
｡

(土
淵
川
)

◆
住
民
参
加
と
地
域
連
携
に
よ
る
川
づ
く
り

地
域
住
民
に
河
川
や
自
然
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
き
､
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
川
の
あ
り
方
を
考

え
る
川
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
｡

ま
た
､
地
域
住
民
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
地
方
公
共

団
体
で
あ
る
市
町
村
と
､
県
が
積
極
的
に
連
携
す
る
こ

と
に
よ
り
､
地
域
住
民
の
様
々
な
意
見
を
把
握
し
､
魅

力
あ
る
河
川
が
保
た
れ
る
よ
う
に
努
め
ま
す
｡

水
生
生
物
調
査
(大
和
沢
川
)

整
備
計
画
対
象
区
間
(１
/２
)

河
川
名

区
域

指
定
区
間
延
長
(㎞
)

岩
木
川

上
岩
木
橋
～
指
定
区
間
上
流
端

38.01
(※
)

栩
内
川

岩
木
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

3.00
相
馬
川

岩
木
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

9.90
作
沢
川

相
馬
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

10.70
鴫
ヶ
沢
川

相
馬
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

1.80
蔵
助
沢
川

岩
木
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

5.00
大
秋
川

岩
木
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

15.00
平
沢
川

岩
木
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

2.00
湯
ノ
沢
川

指
定
区
間
下
流
端
～
指
定
区
間
上
流
端

7.20
浅
瀬
石
川

朝
日
橋
～
指
定
区
間
上
流
端

34.85
中
野
川

浅
瀬
石
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

4.80
二
庄
内
川

浅
瀬
石
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

5.05
青
荷
川

浅
瀬
石
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

5.10
小
国
川

浅
瀬
石
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

5.20
切
明
川

浅
瀬
石
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

3.10
平
川

JR
奥
羽
本
線
～
指
定
区
間
上
流
端

30.96
新
土
淵
川

岩
木
川
合
流
点
～
土
淵
川
分
派
点

3.15
加
藤
川

平
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

3.10
土
淵
川

平
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

14.01
寺
沢
川

土
淵
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

4.70
童
子
森
川

寺
沢
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

0.40
清
水
川

寺
沢
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

0.15
腰
巻
川

平
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

4.15
境
関
川

腰
巻
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

0.65
高
崎
川

腰
巻
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

0.46
万
助
川

腰
巻
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

1.57
引
座
川

平
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

8.60
六
羽
川

引
座
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

5.40
枇
杷
田
川

六
羽
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

4.50
浅
井
川

引
座
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

4.10
広
船
川

浅
井
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

3.80
大
和
沢
川

平
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

7.85
前
川

平
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

2.00



平成20年１月18日 金曜日 青 森 県 報( ) 号外第２号

�
計
画
対
象
期
間

本
計
画
は
､
岩
木
川
水
系
河
川
整
備
基
本
方
針
に
基
づ
い
た
河
川
整
備
の
当
面
の
目
標
で
あ
り
､

そ
の
対
象
期
間
は
概
ね
30年
間
と
し
ま
す
｡

な
お
､
本
計
画
は
､
現
時
点
の
流
域
の
社
会
状
況
､
自
然
状
況
､
河
川
状
況
に
基
づ
い
て
策
定

さ
れ
た
も
の
で
す
｡
そ
の
た
め
､
策
定
後
も
､
河
川
の
整
備
状
況
・
地
域
の
社
会
状
況
・
自
然
状

況
等
の
変
化
や
新
た
な
知
見
､
技
術
の
進
歩
等
に
伴
い
､
必
要
に
応
じ
て
適
宜
見
直
し
ま
す
｡

��

４
５

整
備
計
画
対
象
区
間
(２
/２
)

河
川
名

区
域

指
定
区
間
延
長
(㎞
)

(平
川
支
川
)

三
ツ
目
内
川

平
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

8.46

折
紙
川

三
ツ
目
内
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

3.50
虹
貝
川

平
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

10.60
島
田
川

虹
貝
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

4.60
砥
沢
川

虹
貝
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

1.00
夏
沢
川

平
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

1.50
鯖
野
沢
川

平
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

1.60
稲
荷
川

平
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

1.50
不
動
川

平
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

4.50
相
沢
川

平
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

3.00
碇
沢
川

相
沢
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

2.00
大
落
前
川

平
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

1.00
小
落
前
川

平
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

2.00
津
刈
川

平
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

7.00
鍋
倉
沢
川

津
刈
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

2.30
岩
谷
沢
川

津
刈
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

1.00
砂
子
沢

津
刈
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

0.90
久
吉
導
水
路

津
刈
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

0.80
遠
部
沢

平
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

3.10

※
津
軽
ダ
ム
完
成
後
､
津
軽
ダ
ム
か
ら
暗
門
川
合
流
点
ま
で
の
区
間
が
､
直
轄
管
理
区
間
と
な
る
｡
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2.
流
域
及
び
河
川
の
概
要

2.1
流
域
及
び
河
川
の
概
要

岩 い
わ木

き

川 が
わは
､
青
森
県
西
部
の
日
本
海
側
に
位
置
し
､
そ
の
源
を
青
森
・
秋
田
県
境
に
位
置
す

る
白 し
ら神 か

み山
地
の
雁 が
ん森 も

り岳
(標
高
987ｍ

)
に
発
し
､
弘 ひ
ろ前 さ

き市
付
近
で
流
れ
を
北
に
変
え
､
平 ひ
ら川
､

十
と

川
､
旧 き
ゅ
う十
と

川
等
の
支
川
を
合
わ
せ
て
津
つ

軽 が
る平
野
を
貫
流
し
､
十 じ
ゅ
う三 さ

ん湖
に
至
り
日
本
海
に
注
ぐ
､

幹
川
流
路
延
長
102㎞

､
流
域
面
積
2,540�

の
一
級
河
川
で
す
｡

そ
の
流
域
は
､
弘
前
市
､
五
ご

所 し
ょ川

が

原 わ
ら市
､
黒 く
ろ石 い

し市
を
は
じ
め
と
す
る
６
市
５
町
２
村
か
ら
な

り
､
流
域
の
土
地
利
用
は
､
山
地
等
が
約
72％
､
水
田
や
畑
地
等
の
農
地
が
約
26％
､
宅
地
等

の
市
街
地
が
約
２
％
と
な
っ
て
い
ま
す
｡
流
域
内
に
は
青
森
県
の
日
本
海
側
に
位
置
す
る
津
軽

平
野
の
拠
点
都
市
で
あ
る
弘
前
市
を
擁
し
､
こ
の
地
域
に
お
け
る
社
会
・
経
済
・
文
化
の
基
盤

を
成
し
て
い
ま
す
｡

こ
の
岩
木
川
水
系
を
地
域
特
性
か
ら
２
圏
域
に
区
分
し
､
本
弘
前
圏
域
は
､
岩
木
川
水
系
の

上
流
部
に
あ
た
り
､
弘
前
市
､
黒
石
市
､
平
川
市
､
大 お
お鰐 わ

に町
､
西 に
し目

め

屋
や

村
､
田
い

舎 な
か館 だ

て村
の
３
市

１
町
２
村
か
ら
な
り
､
岩
木
川
と
そ
の
支
川
で
あ
る
平
川
､
浅
あ

瀬
せ

石 い
し川
等
が
流
下
し
て
い
ま
す
｡

岩
木
川
の
支
川
の
平
川
は
､
青
森
県
西
部
の
津
軽
平
野
の
南
端
に
位
置
し
､
そ
の
源
流
は
奥

羽
山
脈
の
平
川
市
(旧
：
碇 い
か
りヶ
が

関 せ
き村
)
に
あ
り
､
途
中
上
流
の
山
間
部
に
お
い
て
､
津
つ

刈 が
り川
､

虹 に
じ貝 か

い川
､
三
み

ッ
つ

目
め

内 な
い川
等
の
支
川
を
合
流
し
､
下
流
端
の
平
野
部
で
は
大 お
お和

わ

沢 さ
わ川
､
引 ひ
き座

ざ

川
､

腰 こ
し巻 ま

き川
等
の
支
川
を
合
流
し
､
岩
木
川
に
注
ぎ
ま
す
｡
そ
の
指
定
延
長
は
36.8㎞

､
流
域
面
積

は
827.2�

で
す
｡

平
川
流
域
は
､
上
流
部
の
平
川
市
に
遠 と
お部

べ

・
久 ひ
さ吉 よ

しダ
ム
が
､
大
鰐
町
に
早 は
や瀬

せ

野
の

ダ
ム
が
あ
り
､

治
水
や
利
水
面
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
｡
ま
た
､
沿
川
状
況
と
し
て
は
､
大
鰐
町
で

山
間
市
街
地
を
流
下
し
､
下
流
部
の
御
み

幸 ゆ
き橋
下
流
に
お
い
て
扇
状
地
の
様
相
を
呈
し
､
沿
川
は

り
ん
ご
畑
や
水
田
等
の
ど
か
な
耕
作
地
を
流
下
し
て
い
ま
す
｡
流
域
内
の
関
連
市
町
は
上
流
か

ら
平
川
市
､
大
鰐
町
､
弘
前
市
に
よ
り
構
成
さ
れ
､
弘
前
市
や
大
鰐
温
泉
な
ど
観
光
地
と
し
て

も
有
名
で
す
｡

川
幅
は
､
上
流
部
は
30～

100ｍ
程
度
､
下
流
部
で
200～

300ｍ
で
､
河
床
勾
配
は
上
流
１
/

100～
１
/300､

下
流
部
は
１
/200～

１
/400程

度
で
す
｡

2.2
自
然
環
境
及
び
社
会
環
境

2.2.1
自
然
環
境

�
地
形
・
地
質

弘
前
圏
域
の
下
流
域
は
津
軽
平
野
の
南
端
に
位
置
し
､
そ
の
地
形
は
､
扇
状
地
性
の
低
地

が
形
成
さ
れ
､
こ
れ
を
囲
む
よ
う
に
台
地
か
ら
丘
陵
地
､
山
地
が
続
い
て
い
ま
す
｡

北
西
部
に
は
津
軽
富
士
と
呼
ば
れ
る
岩
木
山
(標
高
1,625ｍ

)
が
あ
り
､
日
本
海
よ
り

吹
き
つ
け
る
冬
の
季
節
風
を
さ
え
ぎ
る
地
形
と
な
っ
て
い
ま
す
｡
東
側
は
傾
斜
が
緩
や
か
な

奥
羽
山
脈
が
連
な
り
､
こ
の
山
地
に
平
川
や
浅
瀬
石
川
の
源
流
が
あ
り
ま
す
｡

圏
域
の
地
質
は
､
山
地
部
で
は
概
ね
新
第
三
紀
層
で
構
成
さ
れ
､
丘
陵
地
は
洪
積
層
段
丘

堆
積
物
で
覆
わ
れ
､
平
地
は
河
川
の
堆
積
物
及
び
砂
礫
粘
土
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
｡

�
気
候

岩
木
川
流
域
の
気
候
は
､
温
帯
冷
涼
型
気
候
に
属
し
､
暑
く
て
短
い
夏
と
低
温
で
長
い
冬
､

希
薄
な
梅
雨
型
天
候
が
特
徴
で
す
｡

流
域
の
平
均
年
間
降
水
量
は
山
地
部
で
約
1,600㎜

､
平
野
部
で
約
1,200㎜

と
な
っ
て
い

ま
す
｡
弘
前
市
付
近
の
年
平
均
気
温
は
11℃
近
く
と
緯
度
の
割
に
比
較
的
高
く
な
っ
て
い
ま
す
｡

こ
れ
は
対
馬
(つ
し
ま
)
暖
流
の
影
響
を
う
け
る
こ
と
と
､
冬
期
の
日
本
海
か
ら
吹
き
付
け

る
寒
風
が
岩
木
山
に
さ
え
ぎ
ら
れ
､
ま
た
初
夏
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
高
気
圧
か
ら
吹
き
出
し
て

く
る
寒
冷
な
偏
東
風
(通
称
｢ヤ
マ
セ
｣
と
い
う
)
が
津
軽
山
地
で
遮
ら
れ
る
た
め
で
す
｡

し
か
し
､
ヤ
マ
セ
が
長
く
続
く
と
､
五
所
川
原
以
北
で
は
夏
季
の
気
温
が
上
が
ら
ず
､
冷
害

を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
｡

積
雪
は
秋
田
県
境
の
岩
木
川
上
流
山
地
お
よ
び
浅
瀬
石
川
上
流
山
地
に
多
く
､
最
深
積
雪

が
２
ｍ
前
後
の
多
雪
地
帯
で
す
が
､
岩
木
山
東
方
部
の
弘
前
市
､
黒
石
市
地
区
の
平
地
は
比

較
的
少
雪
で
す
｡

��

６
７
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�
自
然
環
境

弘
前
圏
域
の
平
地
部
は
､
弘
前
市
街
地
を
中
心
に
水
田
が
広
が
り
､
川
や
水
路
の
ま
わ
り

に
は
ヨ
シ
､
ス
ス
キ
､
ヨ
モ
ギ
が
生
え
､
河
川
敷
に
群
生
し
て
い
ま
す
｡
こ
れ
に
続
く
緩
や

か
な
丘
陵
地
で
は
､
果
樹
園
(り
ん
ご
)
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
｡
傾
斜
が
や
や
急
な

山
間
部
は
､
針
葉
樹
植
林
が
比
較
的
広
く
分
布
し
､
ミ
ズ
ナ
ラ
－
ブ
ナ
ク
ラ
ス
域
代
償
植
生

の
ブ
ナ
－
ミ
ズ
ナ
ラ
林
､
ミ
ズ
ナ
ラ
－
カ
シ
ワ
－
コ
ナ
ラ
林
な
ど
も
斑
状
に
分
布
し
て
い
ま

す
｡
ま
た
､
渓
流
沿
い
で
は
､
ミ
ズ
ナ
ラ
－
ブ
ナ
ク
ラ
ス
域
自
然
植
生
の
サ
ワ
グ
ル
ミ
林
が

帯
状
に
分
布
し
て
い
ま
す
｡

平
川
上
流
部
の
碇
ヶ
関
・
大
鰐
地
区
は
､
ス
ギ
お
よ
び
ヒ
バ
の
針
葉
樹
林
が
大
部
分
を
占

め
て
い
ま
す
が
､
特
に
､
秋
田
地
方
の
ス
ギ
天
然
林
地
帯
と
接
続
し
て
い
る
の
が
大
き
な
特

徴
で
す
｡

碇
ヶ
関
西
部
地
帯
に
は
ス
ギ
の
天
然
林
が
広
く
分
布
し
､
東
部
地
方
に
は
ス
ギ
・
ヒ
メ
コ

マ
ツ
混
交
林
や
ヒ
メ
コ
マ
ツ
の
天
然
林
が
小
部
分
見
ら
れ
ま
す
｡
標
高
200ｍ

～
300ｍ

に
は

ス
ギ
の
天
然
林
､
標
高
400ｍ

以
上
の
中
腹
や
峰
筋
に
は
ヒ
バ
の
天
然
林
が
形
成
さ
れ
て
お

り
､
ネ
ズ
コ
・
ヒ
メ
コ
マ
ツ
は
標
高
400ｍ

前
後
に
生
育
し
て
い
ま
す
｡

ま
た
､
ス
ギ
の
天
然
林
分
布
の
北
限
と
し
て
､
東
虹
貝
川
上
流
の
ス
ギ
・
ヒ
バ
の
混
生
林

や
西
碇
ヶ
関
山
の
ス
ギ
林
が
有
名
で
す
｡

ほ
乳
類
は
､
コ
ウ
モ
リ
類
の
他
､
ノ
ウ
サ
ギ
､
ニ
ホ
ン
リ
ス
､
ホ
ン
ド
タ
ヌ
キ
､
ホ
ン
ド

テ
ン
な
ど
約
20種
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
｡

鳥
類
は
､
関
連
市
町
村
で
確
認
さ
れ
た
種
は
約
200種

に
達
し
､
弘
前
市
で
は
水
鳥
の
組

成
比
率
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
｡
貴
重
種
類
と
し
て
､
ハ
チ
ク
マ
､
オ
オ
タ
カ
､
ハ
イ
タ
カ
､

カ
ワ
セ
ミ
､
ヤ
マ
セ
ミ
､
ノ
ジ
コ
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
｡

両
生
類
で
は
､
貴
重
種
と
し
て
､
山
地
渓
流
部
を
中
心
に
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
､
ク
ロ
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
｡
そ
の
他
の
貴
重
種
と
し
て
カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
､
ト
ウ
ホ

ク
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
等
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
｡

は
虫
類
は
､
カ
ナ
ヘ
ビ
､
ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
､
シ
マ
ヘ
ビ
､
ヤ
マ
カ
ガ
シ
な
ど
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
｡

昆
虫
類
と
し
て
は
､
圏
域
内
に
お
い
て
約
30種
の
貴
重
種
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
｡
こ
の

中
に
は
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
､
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
､
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
な
ど
が
あ
り
ま
す
｡

魚
類
は
､
コ
イ
､
フ
ナ
､
モ
ツ
ゴ
等
を
は
じ
め
､
比
較
的
流
水
を
好
む
ア
ユ
､
ウ
グ
イ
､

砂
地
を
好
む
カ
マ
ツ
カ
､
岩
の
間
隙
を
住
み
か
と
す
る
ナ
マ
ズ
な
ど
､
魚
類
の
性
質
に
適
し

た
環
境
の
中
で
そ
の
多
様
さ
を
反
映
し
､
豊
か
な
魚
類
相
を
有
し
て
い
ま
す
｡

平
川
沿
川
で
は
頭
首
工
や
河
川
の
横
断
工
作
物
(堰
)
が
各
所
に
あ
り
ま
す
が
､
上
下
流

に
魚
類
相
の
変
化
は
な
く
､
ア
ユ
や
ウ
グ
イ
類
等
の
回
遊
魚
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
､
河
川

内
の
魚
類
の
生
息
・
生
育
空
間
は
縦
断
的
に
連
続
性
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
｡

��

８
９

＜
ブ
ナ
林
＞

出
典
：
西
目
屋
村
資
料

＜
岩
木
山
と
リ
ン
ゴ
園
＞

出
典
：
青
森
県
資
料

＜
ヤ
マ
セ
ミ
＞

・
青
森
県
：
希
少
野
生
生
物

・
環
境
省
：
な
し

＜
オ
オ
タ
カ
＞

・
青
森
県
：
希
少
野
生
生
物

・
環
境
省
：
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
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2.2.2

社
会
環
境

�
土
地
利
用

圏
域
内
の
現
況
土
地
利
用
は
､
山
地
等
が
約
64％
と
最
も
多
く
､
水
田
や
畑
地
等
の
農
地

が
約
33％
､
宅
地
等
の
市
街
地
が
約
３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
｡

＜
圏
域
の
土
地
利
用
面
積
＞

�
人
口

圏
域
内
市
町
村
の
人
口
は
､
平
成
17年
現
在
､
６
市
町
村
合
計
で
約
28万
５
千
人
で
す
｡

弘
前
市
の
人
口
は
､
約
18万
９
千
人
で
他
市
町
村
に
比
べ
て
多
く
､
関
係
６
市
町
村
の
合

計
人
口
の
約
66％
を
占
め
て
い
ま
す
｡

人
口
の
増
減
に
つ
い
て
は
､
平
成
７
年
以
来
微
減
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
｡

圏
域
関
連
市
町
村
の
人
口
(国
勢
調
査
結
果
よ
り
)

�
産
業

関
係
市
町
村
の
就
業
者
数
は
､
平
成
12年
現
在
､
６
市
町
村
合
計
で
約
14万
７
千
人
で
あ

り
､
産
業
別
で
は
第
１
次
産
業
約
２
万
９
千
人
(20％

)
､
第
２
次
産
業
約
３
万
４
千
人

(23％
)
､
第
３
次
産
業
約
８
万
４
千
人
(57％

)
で
す
｡

図
中
に
お
け
る
就
業
者
数
の
産
業
別
構
成
比
の
推
移
は
､
昭
和
55年
よ
り
各
市
町
村
と
も

に
第
１
次
産
業
の
減
少
と
こ
れ
に
伴
う
第
２
次
産
業
及
び
第
３
次
産
業
の
増
加
が
基
調
と
な
っ

て
い
ま
す
｡

圏
域
関
連
市
町
村
の
産
業
別
就
業
者
数
(国
勢
調
査
結
果
よ
り
)

�
交
通

圏
域
内
の
道
路
と
し
て
は
､
平
川
と
ほ
ぼ
平
行
す
る
東
北
自
動
車
道
と
国
道
７
号
が
挙
げ

ら
れ
､
主
要
幹
線
と
な
っ
て
い
ま
す
｡
こ
の
他
の
国
道
と
し
て
は
国
道
102号

､
国
道
394号

､
国
道
454号

等
が
挙
げ
ら
れ
､
県
東
の
十
和
田
方
面
に
接
続
し
て
い
ま
す
｡

鉄
道
と
し
て
は
､
平
川
と
国
道
７
号
と
ほ
ぼ
平
行
に
Ｊ
Ｒ
奥
羽
本
線
が
通
り
､
弘
南
鉄
道

大
鰐
線
・
弘
南
鉄
道
弘
南
線
が
通
っ
て
い
ま
す
｡

東
北
自
動
車
道
､
国
道
７
号
､
Ｊ
Ｒ
奥
羽
本
線
と
い
っ
た
主
要
な
路
線
が
通
る
弘
前
圏
域

は
､
県
内
に
お
け
る
交
通
の
要
衝
と
な
っ
て
い
ま
す
｡

��

10
11

3％

33％

64％350,000

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,0000

(

人

)

口人

平
成
２
年

平
成
７
年

平
成
12年

平
成
17年

調
査
年

26,346

37,948

39,213

191,217

25,279
36,876

39,004

194,197

23,765
36,454

39,059

193,217

22,059
35,336

38,455

189,043

計計
229944,,772244

計計
229955,,335566

計計
229922,,449955

計計
228844,,889933

弘
前
市

黒
石
市

平
川
市

そ
の
他
町
村

180,000

160,000

140,000

120,000

100,000

80,000

60,000

40,000

20,0000

(

人

)

口人

昭
和
55年

昭
和
60年

平
成
２
年

平
成
７
年

平
成
12年

調
査
年

第
１
次
産
業

第
２
次
産
業

第
３
次
産
業

73,284

29,006

43,979

74,417

28,673

41,585

76,694

32,337

37,907

82,559

33,128

33,577

84,374

33,822

29,208

計計
114466,,226699

計計
114444,,667755

計計
114466,,993388

計計
114499,,226644

計計
114477,,440044
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2.2.3

歴
史
・
文
化
財
な
ど

弘
前
圏
域
は
津
軽
平
野
の
南
端
に
位
置
し
､
中
央
か
ら
遠
い
土
地
条
件
､
積
雪
寒
冷
地
で

気
象
条
件
に
も
恵
ま
れ
な
い
土
地
柄
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
､
古
く
か
ら
農
業
を
主
と
し
た
第

一
次
産
業
を
基
盤
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
｡

特
に
､
藩
政
期
に
入
っ
て
か
ら
は
城
下
町
と
し
て
栄
え
て
い
き
ま
し
た
が
､
同
時
に
津
軽

藩
歴
代
藩
主
に
よ
っ
て
新
田
開
発
が
強
力
に
進
め
ら
れ
た
他
､
明
治
以
降
は
リ
ン
ゴ
の
産
地

と
し
て
有
名
に
な
り
ま
し
た
｡
圏
域
内
に
は
以
下
の
表
に
示
す
と
お
り
､
藩
政
時
代
や
明
治

時
代
の
史
跡
､
建
造
物
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
｡

��

12
13

市
町
村

種
別

指
定

名
称

図
中
番
号

弘
前
市

重
要
文
化
財
建
造
物

国
最
勝
院
五
重
塔

１
国

弘
前
八
幡
宮
本
殿
､
唐
門

２
国

長
勝
寺
三
門

３

国
弘
前
城
(天
守
,
二
の
丸
辰
巳
櫓
,
二
の
丸
未
甲

櫓
,
二
の
丸
丑
寅
櫓
,
二
の
丸
南
門
,
二
の
丸
東

門
,
三
の
丸
追
手
門
､
北
の
郭
北
門
)

４

国
誓
願
寺
山
門

５
国

弘
前
城
三
の
丸
東
門

６
国

津
軽
為
信
霊
屋

７
国

東
照
宮
本
殿

８
国

熊
野
奥
照
神
社
本
殿

９
国

旧
第
五
十
九
銀
行
本
店
本
館

10
国

石
場
家
住
宅

11
国

弘
前
学
院
外
人
宣
教
師
館

12

国
津
軽
家
霊
屋
(環
月
臺
､
碧
巖
臺
､
明
鏡
臺
､
白

雲
臺
､
凌
雲
臺
(表
門
､
玉
垣
付
属
)
)

13

国
長
勝
寺
本
堂
､
庫
裏

14
国

革
秀
寺
本
堂

15
県
重
宝

建
造
物

県
久
祥
院
殿
位
牌
堂

16
県

三
尊
仏
及
び
そ
の
厨
子
堂

17
県

旧
岩
田
家
住
宅

18
県

旧
東
奥
義
塾
外
人
宣
教
師
館

19
県

旧
弘
前
市
立
図
書
館

20
県

熊
野
宮
本
殿

21
県

日
本
聖
公
会
弘
前
昇
天
教
会
教
会
堂

22
県

旧
青
森
県
尋
常
中
学
校
本
館

23
県

日
本
基
督
教
団
弘
前
教
会
教
会
堂

24
県

袋
宮
寺
本
堂

25
県

円
明
寺
本
堂

26
県

報
恩
寺
本
堂

27
県

本
行
寺
護
国
堂

28
絵
画

県
絹
本
著
色
当
麻
曼
荼
羅
図

29
彫
刻

県
木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像

30
県

薬
師
如
来
三
門
本
尊

31
県

十
一
面
観
世
音
立
像

32
県

十
一
面
観
音
像

33
県

地
蔵
像

34
弘
前
市

重
要
文
化
財
工
芸
品

国
銅
鐘

35
国

刀
無
銘
伝
来
国
光

36
国

太
刀
銘
成
高
､
綾
包
太
刀
拵

37
県
重
宝

工
芸
品

県
短
刀
銘
波
岡
森
宗

38
県

日
本
刀
無
銘
伝
備
中
古
青
江
定
次
作

39
県

短
刀
銘
奥
州
津
軽
住
国
廣

40
県

津
軽
塗

41

市
町
村

種
別

指
定

名
称

図
中
番
号

弘
前
市

県
重
宝

書
跡

県
久
祥
院
殿
写
経

42
重
要
文
化
財
考
古
資
料

国
坂
石
塔
婆

43
県
重
宝

考
古
資
料

県
蕨
手
刀

44
無
形
文
化
財
県
技
芸

県
根
笹
派
大
音
笹
流
錦
風
流
尺
八

45
民
俗
文
化
財

重
要
無
形
民
俗
文
化
財

国
弘
前
の
ね
ぷ
た

46
国

岩
木
山
の
登
拝
行
事

47
県
無
形
民
俗
文
化
財

県
津
軽
神
楽

48
県

種
市
獅
子
(鹿
)
踊

49
県

一
野
渡
獅
子
(熊
)
踊

50
県

大
沢
獅
子
(熊
)
踊

51
県

悪
戸
獅
子
(熊
)
踊

52
記
念
物

史
跡

国
津
軽
氏
城
跡
(弘
前
城
跡
､
堀
越
城
跡
)

53
名
跡

国
瑞
楽
園

54
県
天
然
記
念
物

県
燈
明
杉

55

県
向
外
瀬
の
モ
ク
ゲ
ン
ジ
(セ
ン
ダ
ン
バ
ノ
ボ
ダ
イ

ジ
ュ
)

56

県
天
満
宮
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ

57
県

鬼
沢
の
カ
シ
ワ
(鬼
神
腰
掛
柏
)

58
選
定

重要伝統的建造物群保存地区
県

弘
前
市
仲
町
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

59
記
録
選
択

記録作成等の措置を講ずべき無
形の民俗文化財

国
津
軽
神
楽

60
国

久
渡
寺
の
オ
シ
ラ
講
の
習
俗

61
黒
石
市

重
要
文
化
財
建
造
物

国
高
橋
家
住
宅

62
県
重
宝

建
造
物

県
法
眼
寺
鐘
楼
堂

63
県

法
眼
寺
本
堂

64
工
芸
品

県
金
梨
子
地
牡
丹
紋
散
蒔
絵
衛
府
太
刀
拵

65
民
俗
文
化
財

県
無
形
民
俗
文
化
財

県
大
川
原
の
火
流
し

66
県

黒
石
ね
ぷ
た

67
記
念
物

県
天
然
記
念
物

県
妙
経
寺
の
カ
ヤ
の
木

68
旧
：
岩
木
町

(弘
前
市
)

重
要
文
化
財
建
造
物

国
岩
木
山
神
社
楼
門

69
国

岩
木
山
神
社
拝
殿

70
国

岩
木
山
神
社
本
殿
､
奥
門
､
瑞
垣
､
中
門

71
県
重
宝

彫
刻

県
舞
楽
面

72
県

阿
弥
陀
如
来
像

73
重
要
文
化
財
工
芸
品

国
太
刀
銘
友
成
作

74
国

太
刀
銘
真
守

75
県
重
宝

工
芸
品

県
釣
燈
籠

76
県

日
本
刀
銘
相
州
住
綱
廣

77
県

津
軽
信
政
着
用
具
足

78
民
俗
文
化
財

県
有
形
民
俗
文
化
財

県
高
照
神
社
奉
納
額
絵
馬

79
記
念
物

県
史
跡

県
津
軽
信
政
の
墓

80
県
天
然
記
念
物

県
百
沢
街
道
お
よ
び
高
岡
街
道
の
松
並
木

81
大
鰐
町

重
要
文
化
財
彫
刻

国
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像

82
民
俗
文
化
財

県
無
形
民
俗
文
化
財

県
三
ツ
目
内
獅
子
(熊
)
踊

83
旧
：
尾
上
町

(平
川
市
)

県
重
宝

建
造
物

県
猿
賀
神
社
本
殿

84
民
俗
文
化
財

県
無
形
民
俗
文
化
財

県
八
幡
崎
獅
子
(熊
)
踊

85
記
念
物

県
史
跡

県
八
幡
崎
遺
跡

86
名
勝

国
盛
美
園

87
国

清
藤
氏
書
院
庭
園

88
旧
：
平
賀
町

(平
川
市
)

県
重
宝

彫
刻

県
菩
薩
坐
像

89
工
芸
品

県
鰐
口
正
長
二
年
銘

90
県

金
梨
子
地
牡
丹
紋
散
蒔
絵
糸
巻
太
刀
拵

91
民
俗
文
化
財

県
無
形
民
俗
文
化
財

県
尾
崎
獅
子
(熊
)
踊

92
県

広
船
獅
子
(熊
)
踊

93
田
舎
館
村

県
重
宝

彫
刻

県
十
一
面
観
音
像

94
考
古
学
資
料

県
垂
柳
遺
跡
出
土
品

95
旧
：
碇
ヶ
関
村

(平
川
市
)

民
俗
文
化
財

県
無
形
民
俗
文
化
財

県
古
懸
獅
子
(熊
)
踊

96

出
典
：
｢平
成
12年
度
青
森
県
の
文
化
行
政
｣
青
森
県
教
育
庁
文
化
課
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3.
圏
域
の
現
状
と
課
題

3.1
治
水
の
現
状
と
課
題

3.1.1
主
な
洪
水
被
害

戦
後
の
代
表
洪
水
は
昭
和
33年
８
月
､
昭
和
52年
８
月
､
昭
和
56年
８
月
等
で
あ
り
､
近

年
に
お
い
て
も
平
成
２
年
９
月
に
洪
水
が
発
生
し
､
流
域
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い

ま
す
｡
代
表
的
な
洪
水
被
害
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
｡

＜
土
淵
川
洪
水
写
真
(昭
和
50年

８
月
洪
水
)
＞

3.1.2
治
水
の
現
状
と
課
題

平
川
の
河
川
改
修
は
､
戦
後
の
昭
和
21年
よ
り
は
じ
ま
り
､
県
内
で
も
早
く
か
ら
治
水
事

業
に
着
手
し
て
い
ま
す
｡
碇
ヶ
関
地
区
に
つ
い
て
は
､
昭
和
33年
､
昭
和
41年
度
に
災
害
復

旧
助
成
事
業
を
実
施
し
､
概
成
し
て
い
ま
す
｡

そ
の
後
､
昭
和
50年
､
昭
和
52年
と
相
次
い
で
大
規
模
な
水
害
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
か
ら

こ
れ
を
契
機
と
し
て
､
一
定
の
計
画
規
模
に
基
づ
く
河
川
改
修
事
業
が
進
み
ま
し
た
｡
こ
の

間
､
流
域
上
流
部
で
は
､
治
水
施
設
と
し
て
遠
部
ダ
ム
が
昭
和
51年
度
に
さ
ら
に
､
平
成
６

年
度
に
は
久
吉
ダ
ム
が
完
成
し
､
洪
水
調
節
の
役
割
だ
け
で
は
な
く
か
ん
が
い
用
水
､
上
水

道
､
発
電
な
ど
の
役
割
を
持
つ
多
目
的
ダ
ム
と
し
て
機
能
し
て
い
ま
す
｡

��

14
15

平
川
流
域
に
お
け
る
水
害
履
歴

洪
水
発
生
年
月
日

原
因

２
日
雨
量

(碇
ヶ
関
)
浸
水
面
積

(ha)
家

屋
被

害
(戸
)

備
考

床
上
床

下
全
壊
流
出
半

壊

昭
和
50年
８
月
19日

豪
雨
及
び
暴
風
雨

195
2,107.2

3,037
4,515

49
51

昭
和
52年
８
月
５
日

豪
雨

133
1,663.0

2,686
3,669

14
107

昭
和
56年
８
月
22日

台
風
15
号

198
189.3

60
189

0
0

平
成
２
年
９
月
11日

台
風
19
号

102
260.4

12
69

0
0
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�
流
下
能
力
の
不
足

圏
域
内
河
川
で
は
､
河
川
改
修
が
行
わ
れ
た
区
間
以
外
の
治
水
安
全
度
は
未
だ
低
い
状
況

に
あ
り
､
戦
後
の
主
要
な
洪
水
と
同
規
模
の
洪
水
が
発
生
し
た
場
合
は
､
甚
大
な
被
害
が
予

想
さ
れ
ま
す
｡
こ
の
た
め
､
床
上
浸
水
等
の
重
大
な
家
屋
浸
水
被
害
を
防
止
す
る
と
と
も
に
､

水
田
等
農
地
に
つ
い
て
も
洪
水
被
害
の
軽
減
に
努
め
る
た
め
､
治
水
対
策
を
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
｡
ま
た
､
県
が
管
理
す
る
河
川
は
､
集
中
豪
雨
の
影
響
を
受
け
や
す
い
中
小
河
川

が
多
い
こ
と
か
ら
､
森
林
・
農
地
の
保
全
等
､
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
流
域
に
お
け
る

遊
水
機
能
・
保
水
機
能
の
保
全
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
｡

�
堤
防
の
質
的
強
化

圏
域
内
の
各
河
川
に
お
け
る
堤
防
は
､
長
い
年
月
を
か
け
て
築
造
さ
れ
た
こ
と
か
ら
､
築

造
の
履
歴
や
材
料
構
成
及
び
地
盤
の
構
造
が
必
ず
し
も
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
｡

ま
た
､
過
去
に
整
備
さ
れ
た
堤
防
は
必
ず
し
も
工
学
的
に
設
計
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
､

場
所
に
よ
っ
て
は
堤
防
の
安
全
性
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
｡
そ
の
一
方
で
､

堤
防
整
備
に
よ
り
､
堤
防
背
後
地
に
人
口
や
資
産
が
集
積
し
て
い
る
箇
所
も
あ
り
､
堤
防
の

安
全
性
の
確
保
が
ま
す
ま
す
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
｡

こ
の
よ
う
に
堤
防
及
び
地
盤
の
構
造
は
様
々
な
不
確
実
性
を
有
し
､
漏
水
や
浸
透
に
対
し

て
脆
弱
な
部
分
も
あ
る
こ
と
か
ら
､
堤
防
が
完
成
し
て
い
る
箇
所
に
お
い
て
も
安
全
性
の
点

検
を
行
い
､
機
能
の
維
持
お
よ
び
安
全
性
の
確
保
を
図
る
た
め
､
必
要
に
応
じ
て
堤
防
の
質

的
整
備
を
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
｡

�
内
水
対
策

洪
水
に
よ
る
河
川
水
位
の
上
昇
に
伴
い
､
河
川
に
流
入
す
る
水
路
等
か
ら
の
排
水
が
行
え

な
く
な
っ
た
結
果
生
ず
る
氾
濫
を
内
水
氾
濫
と
い
い
ま
す
｡

こ
の
よ
う
な
内
水
被
害
が
発
生
し
た
場
合
､
国
､
市
町
村
等
と
連
携
し
な
が
ら
､
適
切
に

内
水
対
策
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
｡

�
河
川
の
維
持
管
理

河
道
内
に
お
け
る
土
砂
の
堆
積
､
樹
木
の
繁
茂
に
よ
り
洪
水
時
に
水
位
が
上
昇
す
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
か
ら
､
適
切
な
維
持
管
理
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
｡
ま
た
､
護
岸
等
の
河

川
管
理
施
設
に
つ
い
て
､
適
切
に
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
｡

�
危
機
管
理
対
策

河
川
改
修
や
土
砂
災
害
対
策
が
進
み
被
害
を
受
け
る
頻
度
が
減
少
し
て
い
る
中
で
､
地
域

住
民
の
災
害
に
対
す
る
危
機
意
識
が
希
薄
化
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
｡
そ
の
一
方
､
近
年
で

は
短
時
間
の
集
中
豪
雨
や
局
所
的
豪
雨
の
発
生
頻
度
が
高
く
な
っ
て
お
り
､
ま
す
ま
す
洪
水
､

土
砂
災
害
に
対
す
る
備
え
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
｡
こ
の
た
め
､
防
災
に
関
す
る
情

報
の
共
有
化
等
に
よ
る
防
災
意
識
の
啓
発
や
､
国
・
県
・
市
町
村
等
が
連
携
し
た
危
機
管
理

対
策
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
｡

3.2
利
水
の
現
状
と
課
題

3.2.1
水
利
用
の
現
状

圏
域
内
の
河
川
流
況
は
､
平
川
の
石
川
地
点
(C
A
=283.7

�
)
に
お
い
て
過
去
14年

間
(平
成
元
年
～
平
成
14年

)
の
平
均
渇
水
流
量
は
2.21

�
/s､
平
均
低
水
流
量
は
8.85

�
/sと

な
っ
て
い
ま
す
｡

圏
域
内
の
利
水
状
況
は
､
か
ん
が
い
用
水
が
そ
の
大
部
分
を
占
め
て
い
ま
す
｡
平
川
筋

(指
定
区
間
)
に
お
い
て
は
､
約
4,300haの

耕
地
を
潤
し
て
お
り
､
最
大
約
15

�
/s取
水
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
｡

ま
た
､
岩
木
川
水
系
の
河
川
水
は
､
弘
前
市
を
は
じ
め
と
す
る
圏
域
内
の
関
係
自
治
体
へ

の
水
道
用
水
､
工
業
用
水
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
｡

ま
た
､
ア
ユ
､
ヤ
マ
メ
等
を
対
象
と
し
た
内
水
面
漁
業
権
が
､
岩
木
川
､
平
川
､
浅
瀬
石

川
で
設
定
さ
れ
て
お
り
､
内
水
面
漁
業
が
営
ま
れ
て
い
ま
す
｡

3.2.2
水
利
用
の
課
題

岩
木
川
水
系
の
水
利
用
は
か
ん
が
い
用
水
が
主
体
で
､
既
往
の
主
要
渇
水
は
､
ほ
ぼ
２
年

に
１
回
程
度
の
頻
度
で
発
生
し
て
お
り
､
土
地
改
良
区
で
番
水
制
の
実
施
､
弘
前
市
で
の
給

水
制
限
や
水
質
の
悪
化
等
の
利
水
障
害
を
起
こ
し
て
い
ま
す
｡
渇
水
時
に
は
関
係
機
関
と
調

整
し
､
適
正
な
利
水
管
理
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
｡

な
お
､
平
川
に
流
入
す
る
土
淵
川
と
腰
巻
川
で
は
夏
季
に
流
量
が
減
少
し
､
そ
の
水
質
や
､

特
に
土
淵
川
で
は
魚
の
生
息
環
境
に
影
響
が
出
る
こ
と
も
あ
り
､
安
定
し
た
水
量
の
確
保
が

課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
｡

��
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3.3

河
川
環
境
の
現
状
と
課
題

3.3.1
自
然
環
境

圏
域
上
流
域
で
は
､
渓
流
沿
い
に
は
ミ
ズ
ナ
ラ
－
ブ
ナ
ク
ラ
ス
域
自
然
植
生
の
サ
ワ
グ
ル

ミ
林
が
帯
状
に
分
布
し
て
い
ま
す
｡
下
流
域
の
平
地
で
は
､
弘
前
市
街
地
を
中
心
と
し
て
水

田
が
広
が
り
､
こ
れ
に
続
く
緩
や
か
な
丘
陵
地
で
は
､
果
樹
園
(り
ん
ご
)に
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
｡
河
道
内
に
は
ヨ
シ
群
落
や
ス
ス
キ
､
ヨ
モ
ギ
､
ヤ
ナ
ギ
な
ど
の
河
畔
林
が
多
く
残
り
､

群
生
し
て
い
ま
す
｡
植
物
の
貴
重
種
と
し
て
､
ミ
ク
リ
や
ノ
ダ
イ
オ
ウ
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
｡

河
川
に
生
息
す
る
魚
類
は
､
貴
重
種
と
し
て
ス
ナ
ヤ
ツ
メ
や
メ
ダ
カ
等
や
､
大
和
沢
川
に

生
息
す
る
透
明
鱗
ア
ブ
ラ
ハ
ヤ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
｡
そ
の
他
､
コ
イ
､
フ
ナ
､
モ
ツ
ゴ
等
を

は
じ
め
､
比
較
的
流
水
を
好
む
ア
ユ
､
ウ
グ
イ
､
砂
地
を
好
む
カ
マ
ツ
カ
､
岩
の
間
隙
を
住

み
か
と
す
る
ナ
マ
ズ
な
ど
､
魚
類
の
性
質
に
適
し
た
環
境
の
中
で
そ
の
多
様
さ
を
反
映
し
､

豊
か
な
魚
類
相
を
有
し
て
い
ま
す
｡

こ
の
他
､
圏
域
に
お
い
て
は
､
在
来
種
以
外
に
も
､
ほ
か
の
場
所
か
ら
持
ち
込
ま
れ
､
住

み
着
い
て
し
ま
っ
た
外
来
種
の
動
植
物
も
生
息
し
て
い
ま
す
｡
平
成
12年
の
調
査
で
は
､
外

来
種
の
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
が
土
淵
川
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
｡
そ
の
後
も
生
息
域
の
拡
大
が
予
想

さ
れ
､
こ
れ
ら
の
外
来
種
の
侵
入
に
よ
り
､
在
来
種
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
｡

岩
木
川
､
平
川
､
浅
瀬
石
川
を
は
じ
め
､
圏
域
内
の
河
川
を
生
育
・
生
息
の
場
と
す
る
多

様
な
生
物
は
､
瀬
や
淵
､
水
際
の
植
生
な
ど
､
多
様
な
河
川
形
状
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
ま

す
｡
以
上
の
状
況
を
踏
ま
え
､
こ
れ
ら
の
河
川
の
多
様
な
動
植
物
の
生
息
・
生
育
の
場
を
保

全
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
｡
ま
た
､
県
で
は
河
川
環
境
に
関
連
す
る
条
例
と
し
て
｢青

森
県
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保
全
及
び
創
造
に
関
す
る
条
例
｣
を
制
定
し
て
お
り
､
ふ

る
さ
と
の
森
と
川
と
海
が
で
き
る
限
り
自
然
の
状
態
で
維
持
さ
れ
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
､

河
川
環
境
の
保
全
に
努
め
て
い
ま
す
｡

3.3.2
水
質

圏
域
内
の
河
川
水
質
に
つ
い
て
､
環
境
基
準
に
よ
る
類
型
指
定
と
し
て
は
､
岩
木
川
､
平

川
､
浅
瀬
石
川
は
基
本
的
に
Ａ
類
型
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
｡
な
お
､
浅
瀬
石
川
の
上
流
域

(四
十
巻
橋
)
で
は
Ａ
Ａ
類
型
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
｡

圏
域
内
の
水
質
観
測
地
点
の
河
川
水
質
は
､
岩
木
川
､
平
川
､
浅
瀬
石
川
と
も
平
成
９
年

度
以
降
概
ね
B
O
D
75％

値
で
２
㎎
/l以
下
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
か
ら
(浅
瀬
石
川
の
四
十

巻
橋
で
は
１
㎎
/l以
下
)
､
環
境
基
準
を
達
成
し
て
い
ま
す
｡
よ
っ
て
､
今
後
と
も
現
状
の

水
質
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
｡

但
し
､
弘
前
市
の
市
街
地
を
貫
流
し
て
平
川
に
流
入
す
る
土
淵
川
や
腰
巻
川
で
は
､
特
に

水
量
が
夏
季
に
減
少
し
た
と
き
に
水
質
が
悪
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
｡
21頁
に
は
土
淵
川

の
西
田
橋
地
点
に
お
け
る
水
質
を
示
し
ま
し
た
が
､
近
年
水
質
は
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
る
も
の

の
､
他
の
河
川
よ
り
水
質
は
悪
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
｡
良
好
な
水
質
を
得
る
た
め
の
方
策
の

一
つ
と
し
て
､
安
定
し
た
流
量
の
確
保
が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
｡

��

18
19

＜
ミ
ク
リ
＞

・
青
森
県
：
希
少
野
生
生
物

・
環
境
省
：
準
絶
滅
危
惧

＜
透
明
鱗
ア
ブ
ラ
ハ
ヤ
＞

・
青
森
県
：
地
域
限
定
希
少
野
生
生
物

・
環
境
省
：
な
し

＜
ス
ナ
ヤ
ツ
メ
＞

・
青
森
県
：
重
要
希
少
野
生
生
物

・
環
境
省
：
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

＜
メ
ダ
カ
＞

・
青
森
県
：
重
要
希
少
野
生
生
物

・
環
境
省
：
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

＜
水
質
の
指
定
状
況
お
よ
び
B
O
D
75％

値
(H
17)

＞

河
川
名

観
測
地
点
名
称
環
境
基
準
類
型
達
成
期
間
※

BOD75%
値

岩
木
川

田
の
尻
橋

Ａ
ロ

0.9㎎
/l

砂
子
瀬
橋

Ａ
ロ

1.0㎎
/l

大
秋
川

国
吉
橋

Ａ
イ

0.7㎎
/l

木
戸
ヶ
沢

木
戸
ヶ
沢
橋

－
0.9㎎

/l

湯
ノ
沢
川

湯
ノ
沢
橋

－
0.7㎎

/l

平
川

板
沢
橋

Ａ
ロ

0.5㎎
/l

土
淵
川

西
田
橋

－
2.1㎎

/l

虹
貝
川

第
二
清
川
橋

Ａ
イ

<0.5㎎
/l

新
早
瀬
野
橋

Ａ
イ

0.7㎎
/l

大
落
前
川

延
命
橋

Ａ
イ

0.6㎎
/l

津
刈
川

二
の
渡
橋

－
0.5㎎

/l

鍋
倉

－
0.7㎎

/l

浅
瀬
石
川

千
年
橋

Ａ
ロ

0.7㎎
/l

中
島
橋

Ａ
ロ

0.6㎎
/l

四
十
巻
橋

Ａ
Ａ

イ
<0.5㎎

/l

温
川
沢

温
川
橋

－
<0.5㎎

/l

※
イ
：
直
ち
に
達
成
／
ロ
：
５
年
以
内
で
可
及
的
速
や
か
に
達
成

(昭
和
47年

６
月
13日

青
森
県
告
示
第
451号

､
平
成
８
年
２
月
21日

青
森
県
告

示
第
106号

)
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化
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水
質
に
つ
い
て
は
､
水
質
観
測
を
継
続
す
る
と
と
も
に
､
環
境
基
準
を
満
た
す
区
域
で
は

今
後
と
も
良
好
な
水
質
の
維
持
を
目
指
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
｡
小
河
川
で
水
質
が
悪

い
区
域
で
は
､
関
係
自
治
体
を
は
じ
め
流
域
全
体
で
改
善
対
策
等
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
｡

ま
た
､
平
成
17年

４
月
現
在
で
青
森
県
全
体
の
下
水
道
普
及
率
は
60%
に
対
し
て
､
圏
域

関
連
市
町
村
の
平
均
普
及
率
は
約
84％
と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
｡
た
だ
､
一
部
市
町
で
は
約

45％
～
57％
と
県
平
均
よ
り
も
低
く
な
っ
て
い
ま
す
｡

圏
域
関
連
市
町
村
の
下
水
道
等
普
及
率
(出
典
H
17.４

青
森
県
資
料
)

3.3.3
景
観

河
川
景
観
と
し
て
､
下
流
域
で
は
｢低
地
農
村
景
観
｣
が
広
が
り
､
こ
の
中
に
弘
前
市
な

ど
の
｢市
街
地
景
観
｣
が
斑
状
に
分
布
し
､
そ
し
て
低
地
よ
り
標
高
が
高
く
な
る
順
に
｢山

麓
果
樹
景
観
｣
､
｢低
山
景
観
｣
､
｢高
山
景
観
｣
に
分
か
れ
て
い
ま
す
｡
上
流
域
で
は
大

鰐
町
､
平
川
市
の
谷
底
低
地
と
な
り
､
｢谷
底
平
野
農
村
景
観
｣
が
河
川
沿
い
に
分
布
し
て

い
ま
す
｡
さ
ら
に
､
特
徴
的
な
河
川
景
観
と
し
て
大
鰐
､
碇
ヶ
関
を
代
表
と
す
る
温
泉
地
が

挙
げ
ら
れ
､
観
光
名
所
と
し
て
河
川
の
景
観
が
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
｡

3.3.4
河
川
利
用
､
地
域
と
の
連
携

河
川
沿
川
の
空
間
利
用
と
し
て
､
河
川
の
高
水
敷
を
利
用
し
た
河
川
公
園
等
が
あ
り
ま
す
｡

利
用
種
別
と
し
て
は
､
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ン
ド
､
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
､
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
､

親
水
広
場
等
で
関
連
市
町
村
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
｡

関
連
市
町
村
で
は
河
川
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
川
を
活
用
し
て
い
ま
す
｡
主
な
イ
ベ
ン
ト
は
､

河
川
清
掃
が
多
数
を
占
め
ま
す
が
､
防
災
訓
練
や
祭
り
等
で
も
利
用
さ
れ
､
地
域
に
密
着
し

た
形
で
河
川
は
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
｡

こ
の
た
め
､
圏
域
内
の
地
域
連
携
・
交
流
の
促
進
､
河
川
環
境
保
全
意
識
の
高
揚
等
を
図

る
た
め
､
青
森
県
で
は
河
川
に
関
す
る
情
報
の
収
集
・
提
供
､
人
材
育
成
等
の
活
動
､
河
川

環
境
整
備
と
い
っ
た
地
域
づ
く
り
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
｡

今
後
は
､
水
辺
の
学
習
広
場
を
活
用
し
､
河
川
に
関
す
る
情
報
を
地
域
住
民
と
幅
広
く
共

有
し
､
防
災
学
習
､
河
川
利
用
に
関
す
る
安
全
教
育
､
環
境
教
育
等
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
､
住
民
参
加
に
よ
る
河
川
清
掃
､
河
川
愛
護
活
動
等
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
｡

��

22
23

温
泉
地
(大
鰐
温
泉
；
平
川
)

市
街
地
景
観
(土
淵
川
)

河
川
清
掃
(弘
前
市
)

せ
せ
ら
ぎ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
(弘
前
市
)

0％
20％

40％
60％

80％
100％

普
及
率

弘
前
市

黒
石
市

平
川
市

大
鰐
町

田
舎
館
村

西
目
屋
村

弘
前
圏
域

県
全
体

下
水
道
普
及
率

89.2％

5577..00％％

96.1％

44.9％

99.5％

99.3％

84.1％

60.0％



平成20年１月18日 金曜日 青 森 県 報( ) 号外第２号
4.
河
川
整
備
計
画
の
目
標
に
関
す
る
事
項

4.1
洪
水
に
よ
る
災
害
の
防
止
ま
た
は
軽
減
に
関
す
る
事
項

整
備
計
画
に
お
い
て
は
河
川
整
備
基
本
方
針
に
対
す
る
当
面
の
目
標
を
定
め
､
段
階
的
な
河

川
整
備
を
行
う
こ
と
に
よ
り
､
戦
後
の
主
要
な
洪
水
と
同
規
模
の
洪
水
が
発
生
し
て
も
､
床
上

浸
水
等
の
重
大
な
家
屋
浸
水
被
害
を
防
止
す
る
と
と
も
に
､
水
田
等
農
地
に
つ
い
て
も
浸
水
被

害
の
軽
減
に
努
め
ま
す
｡

平
川
に
お
い
て
は
､
昭
和
56年
８
月
に
発
生
し
た
洪
水
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
も
の
と
し
､

豊
平
橋
に
お
い
て
1,100�

/sを
整
備
計
画
目
標
流
量
と
し
て
設
定
し
ま
す
｡

＜
整
備
計
画
目
標
流
量
配
分
図
(�
/s)
＞

��

24
25

大
鰐
町
の
清
掃

大
鰐
温
泉
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

凧
上
げ
大
会
(平
川
市
､
旧
平
賀
町
)

防
災
訓
練
(平
川
市
､
旧
平
賀
町
)

釣
り
､
水
遊
び
(平
川
市
､
旧
平
賀
町
)



平成20年１月18日 金曜日 青 森 県 報 ( )号外第２号
4.2

河
川
の
適
正
な
利
用
及
び
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
に
関
す
る
事
項

河
川
水
の
適
正
な
利
用
に
関
し
て
は
､
限
り
あ
る
水
資
源
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
､
水
利

用
の
合
理
化
を
進
め
､
よ
り
適
正
な
水
利
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
ま
す
｡

動
植
物
の
生
息
・
生
育
や
良
好
な
水
質
の
確
保
な
ど
､
流
水
の
正
常
な
機
能
を
維
持
す
る
た

め
に
必
要
な
流
量
は
､
平
川
の
大
鰐
地
点
に
お
い
て
概
ね
1.6～

2.4�
/sと
し
ま
す
｡

ま
た
､
大
鰐
地
点
に
お
け
る
上
記
の
流
量
を
確
保
す
る
た
め
に
各
ダ
ム
よ
り
､
下
記
の
流
量

を
放
流
し
ま
す
｡

な
お
､
他
の
支
川
に
お
け
る
流
水
の
正
常
な
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
流
量
に
つ
い

て
は
､
今
後
､
河
川
流
況
お
よ
び
水
利
用
状
況
の
把
握
を
行
い
､
動
植
物
の
生
息
・
生
育
状
況

等
に
つ
い
て
調
査
・
検
討
を
行
い
設
定
す
る
も
の
と
し
ま
す
｡

特
に
水
量
が
少
な
い
大
和
沢
川
､
土
淵
川
､
腰
巻
川
に
お
い
て
は
､
環
境
へ
の
影
響
等
を
考

慮
し
た
上
で
､
大
和
沢
ダ
ム
を
含
め
た
最
適
な
整
備
手
法
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
す
｡

4.3
河
川
環
境
の
整
備
と
保
全
に
関
す
る
事
項

�
動
植
物
の
生
息
・
生
育
環
境
の
保
全

岩
木
川
､
平
川
､
浅
瀬
石
川
を
は
じ
め
､
圏
域
内
の
河
川
を
生
育
・
生
息
の
場
と
す
る
多
様

な
生
物
は
､
瀬
や
淵
､
水
際
の
植
生
な
ど
､
多
様
な
河
川
形
状
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
ま
す
｡

河
川
の
整
備
に
際
し
て
は
本
来
有
し
て
い
る
自
然
環
境
を
尊
重
し
､
こ
れ
ら
の
河
川
の
多
様
な

動
植
物
の
生
息
・
生
育
の
場
の
保
全
､
す
み
や
か
な
回
復
を
図
り
ま
す
｡

ま
た
､
外
来
生
物
法
(
｢特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る

法
律
｣
)
の
対
象
と
な
る
外
来
種
に
つ
い
て
は
､
必
要
に
応
じ
て
関
係
行
政
機
関
等
と
連
携
を

図
り
対
応
し
ま
す
｡

�
水
質
の
維
持
・
改
善

平
川
の
河
川
水
質
は
､
平
成
７
年
以
降
環
境
基
準
の
Ａ
類
型
の
基
準
を
満
足
し
て
い
ま
す
｡

し
か
し
､
平
川
に
流
入
す
る
支
川
の
な
か
に
は
､
Ｂ
Ｏ
Ｄ
の
値
が
高
い
も
の
も
あ
り
ま
す
｡
健

全
な
水
循
環
系
を
構
築
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
､
国
､
市
町
村
な
ど
の
関
係
機
関
や
流
域
住
民

と
の
連
携
を
図
り
､
流
域
全
体
で
の
水
質
改
善
意
識
の
啓
発
な
ど
､
河
川
や
湖
沼
の
水
質
の
維

持
と
改
善
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
｡

�
良
好
な
景
観
の
維
持

岩
木
川
水
系
の
流
域
は
､
山
地
か
ら
水
田
地
帯
ま
で
の
豊
か
な
自
然
を
備
え
た
水
辺
空
間
を

有
し
て
い
る
と
い
う
特
徴
を
踏
ま
え
､
こ
の
よ
う
な
景
観
を
維
持
す
る
よ
う
努
め
ま
す
｡

�
人
と
河
川
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
の
確
保

河
川
の
持
つ
豊
か
な
自
然
を
よ
り
身
近
な
も
の
と
し
､
積
極
的
に
河
川
に
ふ
れ
あ
う
場
､
環

境
学
習
が
で
き
る
場
と
な
る
よ
う
､
川
づ
く
り
に
努
め
ま
す
｡

ま
た
､
魚
類
等
の
生
息
環
境
の
保
全
や
､
下
流
域
に
位
置
す
る
岩
木
川
や
十
三
湖
に
お
け
る
現

在
の
貴
重
な
自
然
環
境
を
保
全
す
る
た
め
に
は
､
そ
の
上
流
部
の
県
管
理
区
間
に
お
け
る
自
然
環

境
の
保
全
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
｡

��

26
27

＜
確
保
す
べ
き
流
量
＞

河
川
名

地
点

確
保
す
る
流
量

期
間

平
川

大
鰐

約
1.6�

/s

約
2.4�

/s

7/1～
9/30

1/1～
6/30,

10/1～
12/31

＜
ダ
ム
か
ら
の
放
流
量
＞

ダ
ム
名

放
流
量

期
間

遠
部
ダ
ム
(既
設
)

0.095�
/s

1/1～
6/30,

10/1～
12/31

久
吉
ダ
ム
(既
設
)

0.250�
/s

通
年
(1/1～

12/31)



平成20年１月18日 金曜日 青 森 県 報( ) 号外第２号
5.
河
川
整
備
の
実
施
に
関
す
る
事
項

5.1
河
川
工
事
の
目
的
・
種
類
及
び
施
工
の
場
所
並
び
に
当
該
河
川
工
事
の
施
工
に
よ
り
設
置
さ

れ
る
河
川
管
理
施
設
の
概
要

5.1.1
洪
水
に
よ
る
災
害
発
生
の
防
止
又
は
軽
減
に
関
す
る
事
項

�
堤
防
整
備
､
河
道
掘
削
､
護
岸
等

流
下
断
面
を
拡
大
し
､
浸
水
被
害
の
防
止
､
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
､
下
記
の
場
所

に
お
い
て
､
堤
防
整
備
､
河
道
掘
削
､
護
岸
等
に
よ
る
河
川
改
修
を
行
い
ま
す
｡

な
お
､
護
岸
の
設
置
に
つ
い
て
は
､
河
岸
や
堤
防
の
欠
壊
を
防
ぐ
た
め
に
必
要
な
範
囲
に

の
み
設
置
す
る
こ
と
と
し
､
構
造
に
つ
い
て
も
､
早
期
に
植
生
が
回
復
す
る
な
ど
自
然
に
配

慮
し
た
タ
イ
プ
の
護
岸
を
採
用
し
ま
す
｡

�
堤
防
の
質
的
整
備

既
存
の
堤
防
に
お
い
て
､
堤
防
の
内
部
構
造
が
不
明
確
な
場
合
も
あ
り
､
構
造
物
と
し
て

の
信
頼
性
が
必
ず
し
も
高
く
な
い
場
合
が
あ
る
た
め
､
こ
れ
ま
で
の
高
さ
や
幅
等
の
量
的
整

備
(堤
防
断
面
確
保
)
に
加
え
､
質
的
整
備
と
し
て
浸
透
に
対
す
る
安
全
性
の
点
検
を
行
い
､

安
全
性
が
確
保
さ
れ
な
い
堤
防
に
お
い
て
は
､
強
化
対
策
を
図
り
､
質
的
量
的
と
も
に
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
堤
防
整
備
を
推
進
し
ま
す
｡

な
お
､
具
体
的
な
整
備
区
間
に
つ
い
て
は
､
堤
防
の
詳
細
点
検
を
実
施
し
た
上
で
決
定
し

ま
す
｡

��

28
29

河
川
工
事
の
施
工
の
場
所

河
川
名

施
工
延
長

(㎞
)

施
工
場
所
お
よ
び
施
工
区
間

施
工
内
容

下
流
端

上
流
端

平
川

14.30
JR
奥
羽
線

平
川
第
１
鉄
橋
虹
貝
川
合
流
点
堤
防
整
備
､
河
道
掘
削
､
護
岸

引
座
川

1.50
平
川
合
流
点

杉
館
橋

堤
防
整
備
､
河
道
掘
削
､
護
岸

腰
巻
川

4.15
市
道
橋

JR
奥
羽
線
上
流
堤
防
整
備
､
河
道
掘
削
､
護
岸

大
和
沢
川

2.2
平
川
合
流
点

中
千
年
橋

堤
防
整
備
､
河
道
掘
削
､
護
岸



平成20年１月18日 金曜日 青 森 県 報 ( )号外第２号
�
平
川

平
川
に
つ
い
て
は
､
流
下
能
力
不
足
が
生
じ
て
い
る
平
川
第
１
頭
首
工
上
流
の
13.8㎞

地
点
か
ら
虹
貝
川
合
流
点
ま
で
の
延
長
14.3㎞

区
間
に
お
い
て
河
道
掘
削
､
護
岸
等
を
実
施
す

る
と
と
も
に
､
堤
防
高
が
計
画
堤
防
高
よ
り
低
い
一
部
区
間
に
つ
い
て
堤
防
整
備
を
行
い
ま

す
｡

＜
平
川
代
表
横
断
図
＞

�
引
座
川

引
座
川
は
､
本
川
平
川
の
水
位
に
対
し
て
十
分
な
高
さ
を
有
し
て
い
な
い
た
め
､
平
川
合

流
点
か
ら
杉
館
橋
上
流
の
延
長
1.5㎞

区
間
に
つ
い
て
堤
防
整
備
､
河
道
掘
削
､
護
岸
等
を

実
施
し
ま
す
｡

＜
引
座
川
代
表
横
断
図
＞

�
腰
巻
川

腰
巻
川
は
､
下
流
部
の
平
川
合
流
点
か
ら
延
長
3.5㎞

区
間
に
つ
い
て
は
､
区
画
整
理
と

一
体
に
な
っ
た
整
備
が
完
了
し
て
い
ま
す
｡
さ
ら
に
上
流
側
の
延
長
0.6㎞

区
間
に
つ
い
て

堤
防
整
備
､
河
道
掘
削
､
護
岸
等
を
実
施
し
ま
す
｡

＜
腰
巻
川
代
表
横
断
図
＞

�
大
和
沢
川

大
和
沢
川
は
､
平
川
合
流
点
よ
り
国
道
７
号
堀
越
橋
ま
で
の
延
長
0.6㎞

区
間
に
お
い
て
､

概
ね
改
修
済
み
と
な
っ
て
い
ま
す
｡
今
後
､
経
済
性
､
環
境
へ
の
影
響
等
を
考
慮
し
た
上
で
､

大
和
沢
ダ
ム
を
含
め
た
最
適
な
整
備
手
法
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
､
国
道
７
号
か
ら
上
流
の

延
長
1.6㎞

区
間
に
お
い
て
堤
防
整
備
､
河
道
掘
削
､
護
岸
等
を
実
施
し
ま
す
｡

��

30
31
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5.1.2

河
川
環
境
の
整
備
と
保
全
に
関
す
る
事
項

�
良
好
な
河
川
環
境
の
保
全
､
創
造

県
で
は
､
｢青
森
県
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保
全
及
び
創
造
に
関
す
る
条
例
｣
を
制

定
し
て
お
り
､
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
が
で
き
る
限
り
自
然
の
状
態
で
維
持
さ
れ
る
こ
と

を
基
本
と
し
､
保
全
地
域
の
指
定
､
保
全
計
画
の
策
定
を
行
っ
た
上
で
､
本
条
例
に
基
づ
く

各
種
施
策
を
推
進
し
ま
す
｡

＜
主
な
施
策
＞

○
森
と
川
と
海
の
一
体
的
な
保
全
・
創
造
を
推
進

郷
土
樹
種
の
植
栽
､
動
植
物
の
生
息
地
等
の
保
全
､
人
と
自
然
と
の
豊
か
な
触
れ
合

い
の
確
保
等
を
考
慮
し
た
森
と
川
と
海
の
一
体
的
な
整
備
を
推
進
し
ま
す
｡

○
啓
発

森
と
川
と
海
の
つ
な
が
り
や
人
の
生
活
と
の
関
わ
り
な
ど
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め

る
た
め
､
学
習
の
機
会
の
提
供
な
ど
を
行
い
ま
す
｡

○
ふ
る
さ
と
環
境
守
人
(も
り
と
)

ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保
全
及
び
創
造
に
つ
い
て
理
解
と
熱
意
が
あ
る
方
を

｢ふ
る
さ
と
環
境
守
人
｣
と
し
て
委
嘱
し
､
巡
視
活
動
や
啓
発
活
動
等
を
行
っ
て
頂
き

ま
す
｡

○
民
間
団
体
等
の
自
発
的
な
活
動
の
促
進

森
や
川
や
海
に
お
け
る
民
間
団
体
の
活
動
や
連
携
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
に
､
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
等
の
情
報
､
交
流
の
場
の
提
供
､
川
に
お
け
る
環
境
教
育
に
対
す
る
支
援

措
置
等
を
講
じ
ま
す
｡

�
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
事
業
の
実
施

河
川
工
事
の
実
施
に
際
し
て
は
､
動
植
物
の
生
息
・
生
育
環
境
に
可
能
な
限
り
配
慮
す
る

も
の
と
し
､
河
道
内
の
植
生
が
回
復
し
や
す
い
よ
う
可
能
な
限
り
土
羽
の
断
面
と
す
る
他
､

魚
類
な
ど
の
産
卵
場
所
と
な
る
水
草
が
生
息
で
き
る
よ
う
､
自
然
の
底
質
を
維
持
し
ま
す
｡

ま
た
､
動
植
物
の
生
息
に
配
慮
し
て
､
現
況
の
川
幅
程
度
の
低
々
水
路
を
設
置
し
ま
す
｡

河
川
工
事
に
伴
い
､
既
設
の
堰
・
頭
首
工
を
改
築
す
る
必
要
が
生
じ
る
場
合
は
､
魚
類
の

遡
上
を
妨
げ
な
い
た
め
､
魚
道
を
設
置
し
ま
す
｡

な
お
､
工
事
に
あ
た
っ
て
は
､
動
植
物
の
生
息
・
生
育
環
境
を
踏
ま
え
､
自
然
環
境
へ
の

影
響
が
軽
減
さ
れ
る
よ
う
､
そ
の
施
工
時
期
・
施
工
範
囲
に
配
慮
し
ま
す
｡

�
水
質
の
維
持
・
改
善

岩
木
川
の
水
質
は
近
年
改
善
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
､
渇
水
時
に
は
環
境
基
準
値
を
上
回
る

こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
｡
今
後
は
､
動
植
物
の
良
好
な
生
育
･生
息
環
境
を
保
全
す
る
た
め
､

流
域
に
お
け
る
下
水
道
整
備
を
含
む
生
活
排
水
対
策
等
の
関
連
事
業
や
国
､
市
町
村
等
と
の

連
携
･調
整
､
住
民
と
の
連
携
･協
働
に
よ
り
､
水
質
改
善
の
啓
発
を
行
い
､
水
質
負
荷
対
策

等
の
推
進
に
努
め
ま
す
｡

�
景
観

岩
木
山
な
ど
と
調
和
し
た
景
観
の
保
全
､
沿
川
に
存
在
す
る
街
並
み
や
田
園
風
景
と
調
和

し
た
水
辺
空
間
を
保
全
す
る
た
め
､
河
川
工
事
に
よ
る
景
観
の
改
変
を
極
力
少
な
く
す
る
よ

う
努
め
ま
す
｡

��

32
33

周
辺
と
同
様
の
植
生
分
布

の
繁
茂
を
目
指
す

水
際
部
の
環
境
を
可
能
な

限
り
保
全
す
る

現
状
川
幅
程
度
の
低
々
水
路
を

設
け
､
水
深
確
保
を
図
る

必
要
な
河
床
幅
を
確
保
す
る

よ
う
努
め
る

改
修
の
イ
メ
ー
ジ
図
(平
川
)

改
修
の
イ
メ
ー
ジ
図
(腰
巻
川
)
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5.2

河
川
の
維
持
の
目
的
及
び
種
類

5.2.1
河
川
の
維
持
の
基
本
と
な
る
べ
き
事
項

維
持
管
理
に
つ
い
て
は
､
河
川
特
性
等
を
考
慮
し
､
洪
水
等
に
よ
る
災
害
の
防
止
・
軽
減
､

河
川
の
流
下
能
力
の
維
持
に
努
め
､
動
植
物
の
生
息
・
生
育
環
境
へ
の
影
響
を
考
慮
し
､
河

川
の
適
正
な
利
用
､
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
お
よ
び
河
川
環
境
の
保
全
と
維
持
の
た
め
､

河
川
の
利
用
者
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
住
民
の
協
力
を
得
な
が
ら
､
適
切
な
維

持
管
理
を
行
う
も
の
と
し
ま
す
｡

5.2.2
河
川
の
維
持
の
目
的
､
種
類

�
河
道
の
維
持

河
川
の
流
下
能
力
の
維
持
の
た
め
､
阻
害
と
な
る
堆
積
土
砂
･草
木
に
つ
い
て
は
､
必
要

に
応
じ
て
適
宜
こ
れ
ら
の
除
去
及
び
伐
採
を
行
う
も
の
と
し
ま
す
｡
た
だ
し
､
実
施
に
際
し

て
は
自
然
環
境
に
配
慮
し
生
物
の
生
育
･生
息
し
や
す
い
水
辺
空
間
の
確
保
を
考
慮
し
ま
す
｡

�
河
川
管
理
施
設
の
維
持
管
理

ダ
ム
､
堤
防
､
護
岸
､
排
水
樋
管
等
の
河
川
管
理
施
設
に
つ
い
て
機
能
を
維
持
す
る
た
め
､

定
期
的
な
河
川
巡
視
を
行
い
こ
れ
ら
の
施
設
に
つ
い
て
異
常
の
有
無
に
つ
い
て
確
認
し
､
必

要
に
応
じ
て
適
宜
対
策
を
講
じ
ま
す
｡

�
河
川
環
境
管
理
の
推
進

河
川
の
利
活
用
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
､
地
域
住
民
か
ら
河
川
の
親
し
み
や

す
さ
や
快
適
性
な
ど
の
現
状
を
評
価
し
て
頂
く
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
｡
ま
た
､
ゴ
ミ
等
の

不
法
投
棄
の
防
止
の
た
め
､
定
期
的
に
河
川
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
､
河
川
愛
護
団
体
･地

域
住
民
と
連
携
・
協
調
し
な
が
ら
良
好
な
水
環
境
の
保
全
に
努
め
ま
す
｡

＜
地
域
住
民
か
ら
河
川
の
評
価
を
し
て
頂
く
取
り
組
み
の
事
例
＞

5.2.3
危
機
管
理
体
制
の
整
備
・
強
化

�
洪
水
時
の
対
応

圏
域
内
の
｢洪
水
予
報
河
川
｣
で
は
､
洪
水
予
測
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
出
水
の
状
況
を
予
測

し
､
青
森
地
方
気
象
台
と
共
同
で
洪
水
予
報
の
迅
速
な
発
令
を
行
い
､
ま
た
､
｢水
位
周
知

河
川
｣
に
お
い
て
水
位
が
避
難
の
一
つ
の
目
安
で
あ
る
｢避
難
判
断
水
位
｣
に
達
し
た
場
合

は
､
地
域
住
民
に
そ
の
周
知
を
行
う
こ
と
に
し
ま
す
｡

ま
た
､
洪
水
時
･災
害
時
は
､
迅
速
な
避
難
行
動
を
支
援
す
る
た
め
､
河
川
情
報
(降
雨

量
,水
位
等
)
や
防
災
情
報
(浸
水
状
況
,避
難
情
報
等
)
の
収
集
を
行
い
､
速
や
か
に
関
係
機

関
及
び
地
元
住
民
に
向
け
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
に
よ
る
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
｡

�
水
質
事
故
の
対
応

水
質
事
故
が
発
生
し
た
際
に
は
､
｢岩
木
川
水
系
水
質
汚
濁
対
策
連
絡
協
議
会
｣
を
構
成

す
る
市
町
村
や
関
係
機
関
と
連
携
の
上
､
早
期
発
見
､
適
正
な
対
処
に
努
め
ま
す
｡

�
渇
水
時
の
対
応

渇
水
時
に
お
い
て
は
､
｢岩
木
川
水
系
渇
水
情
報
連
絡
会
｣
を
通
じ
て
､
河
川
管
理
者
､

利
水
管
理
者
間
が
連
携
し
､
情
報
交
換
や
利
水
者
相
互
間
の
水
融
通
を
行
う
な
ど
の
渇
水
調

整
を
行
い
､
渇
水
被
害
の
軽
減
を
図
り
ま
す
｡

��

34
35

圏
域
内
河
川
の
指
定
状
況

洪
水
予
報
河
川

水
位
周
知
河
川

平
川
(県
管
理
区
間
下
流
端
～
福
島
橋
)
腰
巻
川
(平
川
合
流
点
～

弘
前
市
南
大
町
一
丁
目
)
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6.
住
民
参
加
と
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
川
づ
く
り

6.1
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
川
づ
く
り
の
考
え
方

�
連
携
に
よ
る
川
づ
く
り
の
背
景

川
は
古
く
か
ら
､
漁
業
や
舟
運
､
水
利
用
､
行
事
な
ど
地
域
住
民
の
生
活
と
密
着
し
た
場
と

し
て
存
在
し
て
い
ま
し
た
｡
社
会
の
産
業
経
済
の
発
展
や
交
通
な
ど
の
社
会
基
盤
整
備
の
進
捗
・

高
速
化
に
伴
い
､
川
を
直
接
的
に
生
活
の
糧
と
し
た
産
業
や
舟
運
な
ど
は
衰
退
し
つ
つ
あ
る
一

方
､
川
の
持
つ
自
然
環
境
の
保
全
や
水
質
改
善
､
川
を
利
用
し
た
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
へ
の
関
心
は

高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
｡
地
域
の
個
性
や
活
力
､
歴
史
・
文
化
が
実
感
で
き
る
川
づ
く
り
の
た

め
に
は
､
河
川
管
理
者
だ
け
で
な
く
､
川
を
利
用
す
る
地
域
住
民
が
､
継
続
的
に
川
に
関
心
を

持
ち
､
主
体
的
に
参
加
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
｡

ま
た
､
洪
水
に
よ
る
氾
濫
に
対
し
て
は
､
地
域
住
民
が
主
体
的
に
水
防
活
動
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
､
堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
整
備
に
よ
る
洪
水
被
害
の
減
少
に
伴
い
地
域
住
民
の
防
災
意
識

の
低
下
が
懸
念
さ
れ
ま
す
｡
異
常
洪
水
な
ど
施
設
整
備
の
能
力
を
上
回
る
洪
水
に
対
処
す
る
た

め
に
は
河
川
管
理
者
の
み
な
ら
ず
､
地
域
住
民
が
普
段
か
ら
防
災
意
識
を
持
つ
こ
と
が
不
可
欠

で
す
｡
岩
木
川
水
系
で
は
､
洪
水
や
渇
水
等
に
よ
る
被
害
を
軽
減
し
､
地
域
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
基
盤
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
､
自
然
豊
か
な
環
境
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
川
づ
く

り
を
住
民
参
加
と
地
域
と
の
連
携
に
よ
り
進
め
て
行
き
ま
す
｡

｢岩
木
川
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
(平
成
18年
７
月
)
｣
で
は
､
河
川
で
の
住
民
活
動

に
対
し
て
高
い
必
要
性
を
認
識
し
て
い
る
も
の
の
､
現
状
は
十
分
な
住
民
活
動
が
行
わ
れ
て
い

る
と
は
言
え
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
｡

こ
の
た
め
､
地
域
住
民
が
参
加
・
活
動
し
や
す
い
環
境
の
整
備
や
多
く
の
機
会
を
つ
く
る
た

め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
｡

図
６
� １

岩
木
川
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
(平
成
18年

７
月
)
結
果

�
岩
木
川
水
系
に
お
け
る
住
民
参
加
と
地
域
連
携
の
考
え
方

岩
木
川
水
系
に
お
け
る
住
民
参
加
と
地
域
連
携
を
図
る
た
め
に
は
､
地
域
住
民
に
と
っ
て
よ

り
親
し
み
や
す
い
身
近
な
川
か
ら
の
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
｡
地
域
住
民
が
川

づ
く
り
に
参
加
し
や
す
い
身
近
な
川
で
の
活
動
を
基
盤
と
し
､
そ
れ
ぞ
れ
が
連
携
・
協
働
し
な

が
ら
身
近
な
川
か
ら
地
域
の
川
そ
し
て
岩
木
川
全
体
へ
と
活
動
が
広
が
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
｡

ま
た
､
住
民
参
加
に
あ
た
っ
て
は
地
域
住
民
が
日
頃
関
心
を
持
っ
て
い
る
自
然
環
境
や
水
質
・

レ
ジ
ャ
ー
な
ど
身
近
で
日
常
生
活
に
関
連
し
た
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
｡

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
河
川
に
対
す
る
関
心
と
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
で
､
洪
水

被
害
の
防
止
や
渇
水
対
応
な
ど
非
日
常
的
な
事
態
に
対
応
す
る
住
民
活
動
の
発
展
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
｡

継
続
的
か
つ
活
発
な
地
域
住
民
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
､
国
や
関
係
市
町
村
､
関
係

機
関
な
ど
と
連
携
し
､
施
設
の
維
持
管
理
や
各
種
情
報
の
提
供
等
を
図
っ
て
い
き
ま
す
｡

図
６
� ２

住
民
参
加
と
地
域
連
携
概
念
図

��
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そ
う
思
う

63％

まま
ああ
思思
うう

2288％％

あ
ま
り
そ
う
思

わ
な
い

7％

そ
う
思
わ
な
い

2％

【
河
川
行
政
に
対
す
る
住
民
活
動
の
必
要
性
】

�
水
防
活
動
､
防
災

�
環
境
保
全
活
動

�
レ
ジ
ャ
ー
､ス
ポ
ー
ツ

0％
20％

40％
60％

80％
100％

積
極
的
に
参
加
し
た
い

参
加
し
た
い

少
し
は
参
加
し
た
い

参
加
し
た
く
な
い

【
川
に
関
す
る
活
動
へ
の
参
加
意
向
】

66％％
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5566％％
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99％％
3333％％
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2299％％

4433％％
21％
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�
住
民
参
加
と
地
域
連
携
の
進
め
方

住
民
参
加
と
地
域
連
携
を
進
め
る
た
め
に
､
計
画
(活
動
の
目
標
設
定
)､
実
践
､
評
価
(モ

ニ
タ
リ
ン
グ
)
､
見
直
し
(フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
)
を
一
連
の
サ
イ
ク
ル
と
し
た
活
動
プ
ラ
ン
を

地
域
と
連
携
し
て
作
成
し
ま
す
｡
ま
た
､
地
域
活
動
や
行
政
活
動
の
報
告
会
な
ど
を
実
施
し
地

域
住
民
間
や
行
政
と
地
域
間
の
情
報
交
換
を
図
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
｡

地
域
住
民
の
持
続
的
な
活
動
を
支
援
す
る
体
制
と
し
て
､
国
・
県
・
市
町
村
の
行
政
間
が
連

携
し
､
活
動
の
場
や
現
状
や
評
価
な
ど
の
必
要
な
情
報
等
の
提
供
､
広
報
な
ど
の
活
動
支
援
を

行
い
ま
す
｡

図
６
� ３

住
民
参
加
と
地
域
連
携
の
進
め
方
概
念
図

6.2
地
域
の
参
加
と
協
働
を
実
施
す
る
内
容

�
自
然
環
境
に
関
す
る
内
容

①
水
質
の
改
善

岩
木
川
流
域
の
河
川
に
は
水
路
の
水
､
排
水
路
等
を
通
じ
て
流
入
す
る
生
活
雑
排
水
､
産

業
排
水
な
ど
様
々
な
水
が
流
れ
込
ん
で
き
ま
す
｡
岩
木
川
流
域
の
河
川
の
水
質
を
改
善
し
て

い
く
た
め
に
は
流
域
全
体
で
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
｡
そ
の
た
め
､
河
川
管
理
者
を
は
じ

め
下
水
道
事
業
者
な
ど
の
関
係
機
関
や
地
域
住
民
が
連
携
し
た
流
域
全
体
で
の
活
動
に
つ
な

げ
る
た
め
の
情
報
提
供
を
実
施
し
ま
す
｡

②
河
川
美
化

河
川
が
地
域
住
民
の
共
通
財
産
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
も
と
に
､
河
川
に
つ
い
て
理
解
と

関
心
を
高
め
､
良
好
な
河
川
環
境
の
保
全
・
再
生
を
積
極
的
に
推
進
し
､
河
川
愛
護
に
つ
い

て
広
く
地
域
住
民
に
周
知
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
｡

こ
の
た
め
､
河
川
愛
護
活
動
を
行
っ
て
い
る
地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
を
支
援

す
る
取
り
組
み
を
引
き
続
き
実
施
し
､
住
民
参
加
に
よ
る
河
川
清
掃
や
河
川
愛
護
活
動
の
推

進
を
図
り
ま
す
｡

ま
た
､
河
川
管
理
者
は
川
を
適
切
に
維
持
す
る
た
め
､
河
川
巡
視
や
点
検
を
行
っ
て
い
ま

す
が
､
県
が
管
理
す
る
河
川
延
長
は
長
く
､
普
段
か
ら
川
を
利
用
し
て
い
る
地
域
住
民
か
ら

の
情
報
提
供
が
不
可
欠
で
す
｡
今
後
と
も
ゴ
ミ
な
ど
の
不
法
投
棄
､
河
川
の
流
水
や
施
設
に

関
す
る
異
常
な
ど
に
つ
い
て
､
普
段
か
ら
川
を
利
用
し
て
い
る
地
域
住
民
と
連
携
し
た
維
持

管
理
に
努
め
ま
す
｡

�
河
川
利
用
に
関
す
る
内
容

○
河
川
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
の
活
用
､
管
理

既
に
整
備
さ
れ
て
い
る
河
川
と
の
触
れ
合
い
の
場
､
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施

設
等
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
､
関
係
市
町
村
や
利
用
者
・
地
域
住
民
と
協
働
し
た
利
活
用

や
維
持
管
理
等
を
行
い
ま
す
｡

��

38
39

＜
愛
護
活
動
状
況
(土
淵
川
)
＞

＜
河
川
愛
護
里
親
に
認
定
さ
れ
た
市
民
団
体
＞
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�
地
域
と
連
携
し
た
防
災
対
策
に
関
す
る
内
容

河
川
の
整
備
が
途
中
段
階
で
施
設
能
力
を

上
回
る
洪
水
に
対
し
て
は
､
河
川
管
理
者
だ

け
で
の
対
応
で
は
不
十
分
で
あ
り
､
関
係
市

町
村
や
水
防
団
さ
ら
に
は
地
域
住
民
と
一
体

と
な
っ
た
対
応
が
必
要
で
す
｡
ま
た
､
洪
水

被
害
の
減
少
に
伴
い
､
人
々
の
洪
水
に
対
す

る
危
機
意
識
の
低
下
が
進
ん
で
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
｡
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
､
災

害
被
害
を
防
止
･軽
減
す
る
た
め
に
は
､
地

域
住
民
一
人
一
人
の
防
災
意
識
の
向
上
を
図

り
､
洪
水
時
の
迅
速
か
つ
的
確
な
水
防
活
動

及
び
警
戒
･避
難
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
｡

こ
の
た
め
､
平
時
か
ら
地
域
住
民
に
水
防

活
動
及
び
警
戒
･避
難
に
関
す
る
防
災
情
報

の
提
供
を
行
う
と
と
も
に
､
市
町
村
が
作
成

す
る
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
基
礎
資
料
と

な
る
｢浸
水
想
定
区
域
図
｣
の
作
成
を
推
進

し
ま
す
｡

6.3
地
域
と
の
連
携
と
参
加
を
促
進
す
る
取
り
組
み

�
広
報
活
動
の
推
進

河
川
と
生
活
の
結
び
つ
き
が
希
薄
に
な
っ
た
現
在
､
ま
ず
川
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

か
ら
始
め
､
地
域
の
川
に
対
す
る
関
心
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
｡

そ
の
た
め
に
は
情
報
発
信
と
と
も
に
広
報
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
､
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
通
し
て
各
種
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
､
地
域
住
民
か

ら
河
川
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
頂
く
､
情
報
の
双
方
向
化
を
促
進
し
ま
す
｡

�
学
習
・
教
育
の
場
の
提
供

岩
木
川
に
お
け
る
住
民
参
加
や
地
域
連
携
を
深
め
る
た
め
､
自
然
体
験
や
水
質
調
査
な
ど
学

校
教
育
と
連
携
し
た
環
境
学
習
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
｡

ま
た
､
岩
木
川
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
環
境
学
習
は
､
岩
木
川
の
流
れ
が
生
み
出
し
た
良
好

な
河
川
景
観
を
保
全
し
､
多
様
な
動
植
物
の
生
息
・
生
育
す
る
豊
か
な
自
然
環
境
を
次
代
に
引

き
継
ぐ
た
め
に
も
重
要
で
す
｡

河
川
に
お
け
る
安
全
で
楽
し
い
活
動
を
普
及
さ
せ
る
た
め
に
は
､
川
の
危
険
性
を
正
し
く
理

解
し
伝
え
ら
れ
る
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
た
指
導
者
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
､
指
導
者
を
育
成

す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
る
ほ
か
､
学
校
関
係
者
､
市
町
村
と
の
連
携
を
積
極
的
に
進
め

ま
す
｡

��

40
41

平
川
浸
水
想
定
区
域
(H
16.６

公
表
)

(大
和
沢
川
)

(大
和
沢
川
)

＜
水
生
生
物
調
査
に
よ
る
簡
易
な
水
質
判
定
＞

＜
川
の
体
験
を
指
導
者
講
習
会
開
催
状
況
＞
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